
 教  科  名  国  語  科  学     年  ２  週  時  間  数  ４ 

 使  ⽤  教  科  書   「現  代  の  国  語  ２」  （三  省  堂）  「中  学  書  写     ⼀‧  ⼆‧  三  年」  (光  村  図  書） 

 副  教  材  等  「く  り  か  え  し  漢  字  ２」  （秀  学  社）  「国  語  ス  イッ  チ  ２」  （正  進  社） 
 「す  ら  す  ら  基  本  ⽂  法」  （浜  島  書  店）  「国  語  の  便  覧」  （浜  島  書  店）  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　  　 

 教  科 

 の  目 

 標 

 ○  文  学  作  品  や  説  明  的  文  章  な  ど  様々  な  文  章  か  ら、  登  場  人  物  の  思  い  や  作  者  の  心  情、  物  の  見  方  な  ど、  必  要  な  情 
 　  報  に  着  目  し  て  要  約  な  ど  を  行  い、  自  分  の  考  え  を  深  め  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ○  自  分  の  考  え  や  集  め  た  情  報  を  整  理  し、  発  表  し  た  り  文  章  に  ま  と  め  て  的  確  に  表  現  し  た  り  す  る  こ  と  が  で  き、  対  　 

 　  話  の  話  題  や  展  開  を  捉  え  な  が  ら、  互  い  の  発  言  を  結  び  付  け  て  考  え  を  ま  と  め  る  こ  と  が  で  き  る。     　  　  　  　  　  　  　  　  　 

 ○  日  本  語  の  文  法、  漢  字  等  に  つ  い  て  の  知  識  を  広  げ、  日  常  生  活  に  お  い  て  正  し  く  活  用  で  き  る。 

 授  業 

 の  進 

 め 
 方 

 ○  教  科  書  を  中  心  に  授  業  を  進  め  ま  す。  プ  リ  ン  ト  を  用  い  て、  ペ  ア  や  ４  人  グ  ルー  プ  で  の  活  動  を  行  い  ま 

 す。     必  要  に  応  じ  て  便  覧  や  辞  典  で  意  味  や  語  句  に  つ  い  て  の  理  解  を  深  め  ま  す。 

 ○  「く  り  か  え  し  漢  字  2  」  を  用  い  て  週  １  回  小  テ  ス  ト  を  行  い、  基  礎  学  力  の  定  着  を  図  り  ま  す。 

 ○  「国  語  ス  イッ  チ  ２」  を  使っ  て  テ  ス  ト  前  の  内  容  理  解  の  補  充  を  行  い  ま  す。 

 ○  文  法  は  「す  ら  す  ら  基  本  文  法」  を  用  い  ま  す。  文  法  事  項  の  定  着  を  図  る  と  と  も  に  学  習  習  慣  を  確  立  さ  せ  ま  す。 

 観 
 点 

 知  識・  技  能  思  考・  判  断・  表  現  主  体  的  に  学  習  に  取  り  組  む  態  度 

 評 
 価 

 つ 

 け 

 た 

 い 

 力 

 〇  「話  す  こ  と・  聞  く  こ  と」、  「書  く  こ 

 と」、  「読  む  こ  と」  の  各  領  域  に  お 

 い     て、  社  会  生  活  に  必  要  な  国  語 

 の  知  識  や  技  能  を  身  に  付  け  る  と 

 と  も  に、     言  語  文  化  に  親  し  ん  だ 

 り、  理  解  し  た  り  す  る  こ  と  が  で  き 

 て  い  る。 

 〇  「話  す  こ  と・  聞  く  こ  と」、  「書  く  こ 

 と」、  「読  む  こ  と」  の  各  領  域  に  お  い 

 て、  論  理  的  に  考  え  る  力  や  共  感  し  た 

 り、  想  像  し  た  り  す  る  力  を  養っ  て  い 

 る。  ま  た  社  会  生  活  に  お  け  る  人  と  の 

 関  わ  り  の  中  で  伝  え  合  う  力  を  高  め、 

 自  分  の  思  い  や  考  え  を  広  げ  た  り、  深 

 め  た  り  し  て  い  る。 

 〇  言  葉  を  通  じ  て  積  極  的  に  人  と  関 

 わっ  た  り、  思  い  や  考  え  を  広  げ  た 

 り、  深     め  た  り  し  な  が  ら、  言  葉  が 

 も  つ  価  値  を  認  識  し  よ  う  と  し  て  い 

 る。  ま  た  生  活  の  中  で  言  葉  を  適  切 

 に  使  お  う  と  し  て     い  る。 

 方 

 法 

 ・  漢  字  テ  ス  ト 

 ・  小  テ  ス  ト  （暗  唱、  百  人  一  首 

 　  等）     ・  定  期  テ  ス  ト 

 ・  作  文、  感  想  文、  ス  ピー  チ  等 

 ・  書  写  の  知  識・  技  能 

 ・  授  業  に  お  け  る  学  習  態  度 

 ・  定  期  テ  ス  ト 

 ・  プ  リ  ン  ト  の  記  述 

 ・  作  文、  感  想  文、  ス  ピー  チ  等 

 ・  漢  字  テ  ス  ト 

 ・  授  業  に  お  け  る  学  習  態  度 

 ・  ワー  ク  や  プ  リ  ン  ト  へ  の  取  り  　 

 　  組  み     ・  作  文、  感  想  文、  ス  　 

 　  ピー  チ  等 

 学 

 習 
 の 

 ポ 

 イ 

 ン 

 ト 

 授 

 業 

 〇  言  葉  で  の  表  現  の  仕  方、  語  彙  に 

 　  よ  る  意  味  の  微  妙  な  違  い  な  ど  に 

 　  着  目  し、  教  科  書  や  プ  リ  ン  ト  な  ど 

 の  内  容  を  理  解  し、  使  え  る  よ  う  に 

 　  な  ろ  う。 

 ○  積  極  的  に  自  分  か  ら  考  え、  仲 

 間  の  意  見  を  よ  く  聴  き、  考  え  を 

 深  め  る  こ     と  を  心  が  け  よ  う。 

 〇  便  覧  や  機  器  に  よ  る  資  料  を 

 収  集  し、  伝  え、  学  び  合  お  う。 

 ○  仲  間  に  尋  ね  る  な  ど  丁  寧  に  関  わ 

 り、  互  い  に  学  び  あ  う  関  係  を  大  切 

 に  し  よ  う。 

 〇  配  布  さ  れ  た  プ  リ  ン  ト  等  を  整  理 

 し、     復  習  に  つ  と  め  よ  う。 

 家 

 庭 

 ○  漢  字  は  何  度  も  書  い  て  練  習  し、  文  法  の  重  要  事  項  を  覚  え、  資  料  で  調  べ、  知  識  を  定  着  さ  せ  よ  う。 

 ○  宿  題  は  出  さ  れ  た  日  に  やっ  て  お  く  習  慣  を  つ  け  よ  う。 

 ○  教  科  書  を  何  度  も  読  み、  プ  リ  ン  ト  を  見  直  し  て  基  本  と  な  る  重  点  ポ  イ  ン  ト  を  理  解  し  よ  う。 

 ○  読  書  や  日  記  な  ど  に  普  段  か  ら  取  り  組  み、  読  み  書  き  に  親  し  も  う。 

 定  期 

 テ  ス 

 ト  範 

 囲 

 １  学  期  中  間  (５  月  下  旬  頃)  詩  「名  づ  け  ら  れ  た  葉」・  古  文  「枕  草  子・  徒  然  草」・  説  明  「人  間  は  他  の  星  に  住  む  こ  と  が     で  き 

 る  の  か」・  言  語  「敬  語」 

 １  学  期  期  末  (６  月  下  旬  頃)  短  歌  「短  歌  の  世  界  /  十  首」・  報  告  「壁  に  残  さ  れ  た  伝  言」・  文  法  「動  詞」 

 ２  学  期  中  間  (９  月  下  旬  頃)  評  論  「  100  年  後  の  水  を  守  る」・  古  文  「平  家  物  語」・  小  説  「セ  ミ  ロ  ン  グ  ホー  ム 

 ルー     ム」・  文  法  「形  容  詞・  形  容  動  詞」 

 ２  学  期  期  末  (11  月  下  旬  頃)  漢  文  「漢  詩  の  世  界」・  詩  「大  阿  蘇」・  文  法  「助  詞・  助  動  詞」 

 学     年     末  (２  月  下  旬  頃)  小  説  「小  さ  な  手  袋」・  評  論  「動  物  園  で  で  き  る  こ  と」・  小  説  「走  れ  メ  ロ  ス」 



 学  期  月  単  元  学  習  の  ね  ら  い  お  も  な  学  習  内  容 

 １  ４ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 詩 

 古  文 

 説  明 

 言  語 

 短  歌 

 報  告・  説  明  文 

 書  写 

 ・  繰  り  返  し  音  読  す  る。 

 ・  詩  に  込  め  ら  れ  た  思  い  を  捉  え  る。 

 ・  自  然  や  人  に  対  す  る  筆  者  の  感  じ  方  を  捉  え  る。 

 ・  古  人  　  の  心  情  を  現  代  と  対  比  し  て  読  み  取  る。 

 ・  主  張  と  例  示  の  関  係  に  着  目  し  て  読  み、  内  容  を  理  解 
 す  る。 

 ・  敬  語  の  意  味  と  種  類  を  捉  え  る。 

 ・  短  歌  の  リ  ズ  ム  や  表  現  技  法  を  理  解  す  る。 

 ・  短  歌  　  の  世  界  を  読  み  味  わ  う。 

 ・  事  実  を  読  み  取  り  ，  作  者  の  思  い  を  捉  え  る。 

 ・  作  者  の  物  の  見  方  や  考  え  方  を  捉  え  ，  自  分  の  考  え  を 
 持  つ。 

 ・  楷  書  と  行  書  の  違  い  を  知  る。 

 「名  づ  け  ら  れ  た  葉」 

 「枕  草  子」  「徒  然  草」 

 「人  間  は  他  の  星  に  住  む  こ  と  が     で 
 き  る  の  か」 

 「敬  語」 

 「短  歌  の  世  界  /  短  歌  十  首」 

 「壁  に  残  さ  れ  た  伝  言」 

 書  写  「楷  書  と  行  書」・  暑  中  見  舞  い 

 ２  ９ 

 １  ０ 

 １  １ 

 １  ２ 

 評  論 

 古  文 

 小  説 

 漢  文 

 詩 

 情  報 

 書  写 

 ・  文  章  と  図  表  な  ど  を  結  び  付  け  て、  筆  者  の  考  え     を  読 
 み  取  る。 

 ・  朗  読  し  ，  古  典  の  リ  ズ  ム  を  味  わ  う。 

 ・  会  話、  行  動  か  ら  心  情  の  変  化  を  捉  え  る。 

 ・  人  と  人  と  の  触  れ  あ  い  に  つ  い  て  考  え  る。 

 ・  漢  詩  独  特  の  言  葉  づ  か  い  や  調  子  を  捉  え  て  ，     漢  詩  の 
 世  界  を  読  み  味  わ  う。 

 ・  情  景  を  想  像  し  ，  古  人  の  心  情  を  捉  え  る。 

 ・  詩  の  表  現  技  法  と  そ  の  効  果  を  理  解  し、  描  か     れ  た  情 
 報  を  読  み  取  る。 

 ・  意  見  と  根  拠  な  ど  の  関  係  に  注  意  し  て、  互  い  の  立  場 
 や  考  え  を  尊  重  し  な  が  ら  話  し  合  い、  考  え  を  ま  と  め 
 る。 

 ・  楷  書  と  行  書  の  使  い  分  け  を  知  る。 

 「  100  年  後  の  水  を  守  る」 

 「平  家  物  語」 

 「セ  ミ  ロ  ン  グ  ホー  ム  ルー  ム」 

 「漢  詩  の  世  界」 

 「大  阿  蘇」 

 「複  数  の  情  報  を  関  連  づ  け  て  考  え 
 を  ま  と  め  る」 

 書  写  「行  書  と  楷  書  の  調  和」・  年  賀 
 状 

 ３  １ 

 ２ 

 ３ 

 百  人  一  首 
 漢  字  の  し  く  み 

 言  語 

 小  説 

 評  論 

 小  説 

 1  年  間  を  通  し  て 
 文  法 

 ・  百  人  一  首  を  通  し  て、  古  文  や  短  歌  を  味  わ  う。 
 ・  熟  語  の  読  み  に  つ  い  て  知  る。 

 ・  類  義  語・  対  義  語、  多  義  語  に  つ  い  て  考  え  る。 

 ・  登  場  人  物  の  人  物  像  と  相  互  関  係  を  捉  え  る。 

 ・  例  示  の  効  果  に  注  目  し  て  ，  主  張  を  読  み  取  る。 

 ・  人  物  の  言  動  の  意  味  を  考  え、  人  物  像  と  そ  の     変  化 

 を  捉  え  る。 

 ・  日  本  語  の  語  彙  に  つ  い  て  理  解  す  る。 

 「百  人  一  首」 

 「熟  語  の  構  成・  熟  字  訓」     「類  義 

 語・  対  義  語  ，  多  義  語」 

 「小  さ  な  手  袋」 

 「動  物  園  で  で  き  る  こ  と」 

 「走  れ  メ  ロ  ス」 

 「す  ら  す  ら  基  本  文  法」 



 教  科  名  社  会  学     年  ２  週  時  間  数  ３ 

 使  ⽤  教  科  書  「中  学  ⽣  の  地  理」  （帝  国  書  院）     「新  し  い  社  会     歴  史」  （東  京  書  籍）    
 「中  学  校  社  会  科  地  図」  （帝  国  書  院） 

 副  教  材  等  『未  来  へ  つ  な  ぐ  歴  史  資  料  集』  （新  学  社） 

 教  科 
 の  ⽬ 
 標 

 ◯  ⽇  本  や  世  界  の  歴  史  や  特  ⾊  ，  ⼈々  の  暮  ら  し  と  ⼯  夫  に  つ  い  て  ，  仲  間  と  共  に  学  び  合  う  こ  と  が  で  き  る。 
 ◯  ⾝  に  付  け  た  知  識  や  資  料  を  読  み  取っ  た  内  容  を  ⽣  か  し  て  ，  ⽇  本  や  世  界  の  諸  地  域  の  特  ⾊  と  課  題  ，  時  代  の 

 特  ⾊  や  ，  社  会  の  課  題  に  つ  い  て  考  え  ，  理  解  を  深  め  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ◯  史  料  や  資  料  ，  地  図  に  書  か  れ  て  い  る  内  容  を  読  み  取  る  こ  と  が  で  き  る。  ま  た  ，  資  料  を  ⽤  い  て  さ  ま  ざ  ま  な 

 形  に  ま  と  め  た  り  ，  読  み  取っ  た  内  容  を  ⽤  い  て  社  会  的  事  象  を  理  解  し  た  り  す  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ◯  基  本  的  な  知  識  や  正  し  い  理  解  を  ⾝  に  付  け  ，  社  会  ⽣  活  に  ⽣  か  す  こ  と  が  で  き  る。 

 授  業 
 の  進 
 め  ⽅ 

 ◯  ⼩  グ  ルー  プ  で  の  学  び  合  い  を  ⾏  い  ま  す。  ⾃  分  で  考  え  て  も  わ  か  ら  な  い  時  は  仲  間  に  訊  き  ，  仲  間  に  訊  か  れ 
 た  ら  わ  か  る  ま  で  説  明  し  て  ，  ⽀  え  合  い  な  が  ら  課  題  を  探  究  し  ，  学  習  内  容  を  理  解  し  て  い  き  ま  す。 

 ◯  ワー  ク  シー  ト  を  使  い  学  習  を  進  め  ま  す。  単  元  ご  と  に  ⼩  テ  ス  ト  を  ⾏  い  ま  す。 
 ◯  社  会  の  し  く  み  や  ⼯  夫  ，  ⽇  本  や  世  界  の  諸  地  域  の  課  題  と  取  り  組  み  に  つ  い  て  考  え  ，  疑  問  点  や  学  ん  だ  こ  と 

 を  ま  と  め  た  り  発  表  し  た  り  し  ま  す。 
 ◯  社  会  的  事  象  へ  の  理  解  を  深  め  る  た  め  に  仲  間  の  意  ⾒  を  聴  き  ，  ⾃  分  の  意  ⾒  と  ⽐  べ  な  が  ら  考  え  ま  す。 

 観  点  知  識‧  技  能  思  考‧  判  断‧  表  現  主  体  的  に  学  習  に  取  り  組  む  態  度 

 評 
 価 

 つ 
 け 
 た 
 い 
 ⼒ 

 〇  社  会  的  事  象  の  地  理  的  な  ⾒  ⽅‧ 
 考  え  ⽅  や  歴  史  的  な  ⾒  ⽅‧  考  え 
 ⽅  を  働  か  せ  て  ，  課  題  を  追  究  し 
 た  り  解  決  し  た  り  し  て  い  る。 

 〇  ⽇  本  や  世  界  の  諸  地  域  や  各  時  代 
 の  特  ⾊  を  資  料  か  ら  読  み  取  り  ， 
 調  べ  ま  と  め  て  い  る。 

 〇  地  理  に  か  か  わ  る  事  象  や  歴  史  に 
 か  か  わ  る  事  象  を  多  ⾯  的‧  多  ⾓ 
 的  に  考  察  し  て  い  る。 

 〇  課  題  の  解  決  に  向  け  て  公  正  に  選 
 択‧  判  断  し  た  り  ，  思  考‧  判  断 
 し  た  こ  と  を  説  明  し  た  り  し  て  い 
 る。 

 〇  仲  間  の  考  え  を  よ  く  聴  き  ，  ⾃  分 
 の  考  え  と  ⽐  較  し  た  り  ，  さ  ら  に 
 ⾃  分  の  考  え  を  深  め  た  り  し  て  い 
 る。 

 〇  学  習  し  た  内  容  を  ⾝  近  な  と  こ  ろ 
 に  置  き  換  え  て  考  え  た  り  ，  解  決 
 に  向  け  て  考  え  た  り  し  て  い  る。 

 ⽅ 
 法 

 ‧  ⼩  テ  ス  ト‧  定  期  テ  ス  ト 
 ‧  レ  ポー  ト  な  ど  の  課  題  の  内  容 
 ‧  ワー  ク  シー  ト  の  記  述  内  容 
 ‧  授  業  へ  の  取  り  組  み 

 ‧  ⼩  テ  ス  ト‧  定  期  テ  ス  ト 
 ‧  レ  ポー  ト  な  ど  の  課  題  の  内  容 
 ‧  ワー  ク  シー  ト  の  記  述  内  容 
 ‧  授  業  へ  の  取  り  組  み 

 ‧  レ  ポー  ト  な  ど  の  課  題  の  内  容 
 ‧  ワー  ク  シー  ト  の  記  述  内  容 
 ‧  授  業  へ  の  取  り  組  み 

 学 
 習 
 の 
 ポ 
 イ 
 ン 
 ト 

 授 
 業 

 〇  ⽇  本  や  世  界  の  諸  地  域  や  各  時  代 
 の  特  ⾊  を  理  解  し  よ  う。 

 〇  ⽇  本  や  世  界  の  諸  地  域  や  各  時  代 
 の  特  ⾊  を  資  料  か  ら  読  み  取  り、 
 調  べ  ま  と  め  よ  う。 

 〇  ⽇  本  や  世  界  の  諸  地  域  の  特  ⾊  や 
 関  連  を  多  ⾯  的‧  多  ⾓  的  に  考  え 
 ，  判  断  し  た  り  し  た  こ  と  を  説  明 
 し  よ  う。 

 〇  各  時  代  の  特  ⾊  を  ，  相  互  の  関  連 
 や  現  在  と  の  つ  な  が  り  な  ど  に  着 
 ⽬  し  て  考  え  よ  う。 

 〇  ⽇  本  や  世  界  の  諸  地  域  や  各  時  代 
    の  歴  史  に  関  わ  る  課  題  を  ，  主  体 
    的  に  追  究‧  解  決  し  よ  う  と  し  て 
    い  る。 

 家 
 庭 

 ◯  あ  ら  か  じ  め  教  科  書  を  読  み  ，  疑  問  を  持っ  て  授  業  に  参  加  し  よ  う。 
 ◯  復  習  ノー  ト  を  ⽤  意  し  て  学  習  内  容  を  ま  と  め  る  な  ど  し  て  ，  少  し  ず  つ  復  習  し  よ  う。 
 ◯  社  会  の  出  来  事  に  関  ⼼  を  持  ち  ，  新  聞  や  テ  レ  ビ  で  ニュー  ス  を  読  ん  だ  り  観  た  り  し  よ  う。 
 ◯  疑  問  に  思っ  た  こ  と  を  ，  本  や  イ  ン  ター  ネッ  ト  な  ど  で  調  べ  ま  と  め  よ  う。 
 ◯  学  ん  だ  内  容  と  ⽇  常  ⽣  活  を  関  連  づ  け  て  考  え  よ  う。 

 定  期 
 テ  ス 
 ト  範 
 囲 

 １  学  期  中  間  (５  ⽉  下  旬  頃)  地  理  的  分  野  （⽇  本  の  地  域  的  特  ⾊） 

 １  学  期  期  末  (６  ⽉  下  旬  頃)  地  理  的  分  野  （⽇  本  の  諸  地  域） 

 ２  学  期  中  間  (９  ⽉  下  旬  頃)  地  理  的  分  野  （⽇  本  の  諸  地  域） 
 歴  史  的  分  野  （中  世  ⽇  本） 

 ２  学  期  期  末  (11  ⽉  下  旬  頃)  歴  史  的  分  野  （近  世  の  ⽇  本‧  ⽇  本  の  近  代  化） 

 学     年     末  (２  ⽉  下  旬  頃)  歴  史  的  分  野  （⽇  本  の  近  代  化） 



 学  期  ⽉  単  元  学  習  の  ね  ら  い  お  も  な  学  習  内  容 

 １ 

 ４ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 《地  理》 
 ⾝  近  な  地  域  の  調  査 
 ⽇  本  の  地  域  的  特  ⾊ 

 ⽇  本  の  諸  地  域 

 ‧  地  図  や  写  真  な  ど  を  活  ⽤  し  ，  ⼟  地  利  ⽤  ， 
    地  形  な  ど  を  読  み  取  る。 
 ‧  地  域  の  課  題  と  解  決  に  取  り  組  み、  持  続  可 
    能  な  社  会  の  在  り  ⽅  に  つ  い  て  考  え  る。 
 ‧  世  界  的  視  野  か  ら  ⾒  た  ⽇  本  の  地  域  的  特  ⾊ 

 や  ⽇  本  全  体  の  視  野  か  ら  ⾒  た  国  内  の  諸  地 
 域  の  特  ⾊  を  「⾃  然  環  境」  「⼈  ⼝」  「資 
 源‧  エ  ネ  ル  ギー  と  産  業」  「地  域  間  の  結 
 び  付  き」  の  四  つ  の  観  点  か  ら  捉  え  る  活  動 
 を  通  し  て  ⽇  本  の  国  ⼟  の  特  ⾊  を  理  解  す 
 る。 

 ‧  ⽇  本  の  諸  地  域  の  地  域  的  特  ⾊  を  と  ら  え  る 
 と  と  も  に  ，  そ  こ  で  学  ん  だ  こ  と  を  基  に  し 
 て  広  い  視  野  か  ら  ⽇  本  全  体  の  地  域  的  特  ⾊ 
 に  気  付  く。 

 ‧  地  域  の  特  ⾊  あ  る  事  象  を  ，  他  の  事  象  と  関 
 連  付  け  て  考  察  す  る  こ  と  を  通  し  て  ，  地  理 
 的  な  ⾒  ⽅  や  考  え  ⽅  を  育  む。 

 ‧  ⽇  本  の  地  形‧  気  候‧  ⾃ 
 然  災  害‧  ⼈  ⼝‧  資  源‧ 
 農  業、  林  業、  漁  業‧  ⼯ 
 業‧  商  業、  サー  ビ  ス‧ 
 交  通  網 

 ‧  さ  ま  ざ  ま  な  地  域  区  分 

 ‧  九  州  地  ⽅ 
 ‧  中  国‧  四  国  地  ⽅ 
 ‧  近  畿  地  ⽅ 

 ２ 

 ９ 

 １  ０ 

 １  １ 

 １  ２ 

 《歴  史》 
 中  世  の  ⽇  本 

 近  世  の  ⽇  本 

 ‧  ⽇  本  の  諸  地  域  の  地  域  的  特  ⾊  を  と  ら  え  る 
 と  と  も  に  ，  そ  こ  で  学  ん  だ  こ  と  を  基  に  し 
 て  広  い  視  野  か  ら  ⽇  本  全  体  の  地  域  的  特  ⾊ 
 に  気  付  く。 

 ‧  地  域  の  特  ⾊  あ  る  事  象  を  ，  他  の  事  象  と  関 
 連  付  け  て  考  察  す  る  こ  と  を  通  し  て  ，  地  理 
 的  な  ⾒  ⽅  や  考  え  ⽅  を  育  む。 

 ‧  東  ア  ジ  ア  の  動  き  と  政  治  の  変  化  ，  新  し  い 
 ⽂  化  の  特  ⾊  と  背  景  に  つ  い  て  理  解  す  る。 

 ‧  江  ⼾  幕  府  に  よ  る  幕  藩  体  制  と  ⼈々  の  暮  ら 
 し  を  知  る。 

 ‧  幕  府  政  治  の  改  ⾰  の  ね  ら  い  を  理  解  す  る。 
 ‧  産  業  や  は  な  や  か  な  町  ⼈  ⽂  化  を  理  解  さ  せ 

 ，  幕  府  の  政  治  改  ⾰  の  内  容  と  ⾏  わ  れ  た  理 
 由  を  理  解  す  る。 

 ‧  中  部  地  ⽅ 
 ‧  関  東  地  ⽅ 
 ‧  東  北  地  ⽅ 
 ‧  北  海  道  地  ⽅ 

 ‧  中  世  の  ⽇  本 

 ‧  ヨー  ロッ  パ  ⼈  と  の  出  会 
 い  と  全  国  統  ⼀ 

 ‧  江  ⼾  幕  府  の  成  ⽴  と  対  外 
    政  策 
 ‧  産  業  の  発  達  と  幕  府  政  治 

 の  動  き 

 ３ 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 開  国  と  近  代  ⽇  本  の  歩  み  ‧  市  ⺠  ⾰  命  や  産  業  ⾰  命  を  経  た  欧  ⽶  諸  国  の 
    ア  ジ  ア  へ  の  進  出  を  背  景  に  開  国  と  そ  の  影 
    響  に  つ  い  て  理  解  す  る。 
 ‧  近  代  化  に  よっ  て、  ⽇  本  の  国  家  や  社  会  が 

 ど  の  よ  う  に  変  化  し  た  か  を  理  解  す  る。 

 ‧  欧  ⽶  に  お  け  る  近  代  化  の 
    進  展 
 ‧  欧  ⽶  の  進  出  と  ⽇  本  の  開 
    国 
 ‧  明  治  維  新 
 ‧  ⽇  清‧  ⽇  露  戦  争  と  近  代 

 産  業 



 教  科  名  数  学  学     年  ２  週  時  間  数  ３ 

 使  ⽤  教  科  書  「未  来  へ  ひ  ろ  が  る     数  学  ２」  （啓  林  館） 

 副  教  材  等  「数  学  の  学  習  ノー  ト」  （正  進  社）  「新‧  数  学  の  基  礎  練  習」  （正  進  社） 

 教  科 
 の  ⽬ 
 標 

 〇  数  量  や  図  形  な  ど  に  つ  い  て  基  礎  的  な  概  念  や  原  理‧  法  則  な  ど  を  理  解  す  る  こ  と  が  で  き  る。  ま  た  ，  事  象  を 
    数  学  的  に  表  現‧  処  理  し  た  り  す  る  こ  と  が  で  き  る。 
 〇  数  学  を  活  ⽤  し  て  事  象  を  論  理  的  に  考  察  し  ，  数  学  的  な  表  現  を  ⽤  い  て  簡  潔‧  明  瞭‧  的  確  に  表  現  す  る  こ  と 
    が  で  き  る。 
 〇  数  学  的  活  動  の  楽  し  さ  や  数  学  の  良  さ  を  実  感  し  て  粘  り  強  く  考  え  ，  数  学  を  ⽣  活  や  学  習  に  ⽣  か  そ  う  と  す  る 

 こ  と  が  で  き  る。  ま  た  ，  問  題  解  決  の  過  程  を  振  り  返っ  て  評  価‧  改  善  し  よ  う  と  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 授  業 
 の  進 
 め  ⽅ 

 ◯  学  習  の  定  着  と  理  解  を  深  め  る  た  め  に  ，  教  科  書  な  ど  の  問  題  に  取  り  組  む  際  ，  グ  ルー  プ  活  動  な  ど  様々  な  形 
    態  を  取  り  ⼊  れ  ま  す 
 ◯  ジャ  ン  プ  の  あ  る  課  題  に  取  り  組  む  こ  と  で  深  い  学  び  を  ⾝  に  付  け  て  い  き  ま  す。 

 観  点  知  識‧  技  能  思  考‧  判  断‧  表  現  主  体  的  に  学  習  に  取  り  組  む  態  度 

 評 
 価 

 つ 
 け 
 た 
 い 
 ⼒ 

 〇  基  礎  的  な  概  念  や  原  理‧  法  則  な 
    ど  を  理  解  す  る  と  と  も  に  ，  事  象 
    を  数  学  化  し  た  り  ，  数  学  的  に  解 
    釈  し  た  り  ，  数  学  的  に  表  現‧  処 
    理  し  た  り  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 〇  ⽂  字  を  ⽤  い  て  数  量  の  関  係  や  法  則  な 
 ど  を  考  察  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 〇  図  形  の  性  質  や  関  係  を  論  理  的  に  考  察 
 し  ，  表  現  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 〇  関  数  関  係  の  特  徴  を  表  ，  式  ，  グ  ラ  フ 
    を  相  互  に  関  連  付  け  考  察  す  る  こ  と  が 
    で  き  る。 
 〇  デー  タ  の  傾  向  を  ⽐  較  し  て  読  み  取  り 

 批  判  的  に  考  察  し  て  判  断  す  る  こ  と  が 
 で  き  る。 

 〇  事  象  の  起  こ  り  や  す  さ  に  つ  い  て  考  察 
 す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 〇  数  学  的  活  動  の  楽  し  さ  や  数  学  の 
 良  さ  を  実  感  し  て  粘  り  強  く  考  え 
 ，  数  学  を  ⽣  活  や  学  習  に  ⽣  か  そ 
 う  と  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 〇  問  題  解  決  の  過  程  を  振  り  返っ  て 
 評  価‧  改  善  し  よ  う  と  し  た  り  ， 
 多  様  な  考  え  を  認  め  ，  よ  り  よ  く 
 問  題  解  決  し  よ  う  と  す  る  こ  と  が 
 で  き  る。 

 ⽅ 
 法 

 ‧  ⼩  テ  ス  ト 
 ‧  定  期  テ  ス  ト 
 ‧  授  業  中  の  問  題  解  決  の  様  ⼦ 

 ‧  定  期  テ  ス  ト 
 ‧  授  業  中  の  問  題  解  決  の  様  ⼦ 
 ‧  グ  ルー  プ  で  の  活  動  の  様  ⼦ 

 ‧  授  業  中  の  様  ⼦ 
 ‧  副  教  材  ，  ノー  ト  の  内  容 
 ‧  グ  ルー  プ  で  の  活  動  の  様  ⼦ 

 学 
 習 
 の 
 ポ 
 イ 
 ン 
 ト 

 授 
 業 

 〇  問  題  を  しっ  か  り  解  こ  う。 
 〇  ⽤  語  や  法  則  を  理  解  し  よ  う。 
 〇  間  違  え  た  問  題  は  繰  り  返  し  挑  戦 

 し  よ  う。 

 〇  問  題  解  決  の  過  程  を  ，  数  学  的  な 
    表  現  を  ⽤  い  て  説  明  し  よ  う。 
 〇  ⾃  分  の  考  え  を  周  り  に  伝  え  よ 
    う。 

 〇  ⼈  の  話  を  よ  く  聴  こ  う。 
 ◯  粘  り  強  く  学  習  し  よ  う。 
 〇  わ  か  ら  な  い  と  こ  ろ  を  質  問  し  て 

 解  決  し  よ  う。 

 家 
 庭 

 ◯  学  習  し  た  内  容  は  そ  の  ⽇  の  う  ち  に  ノー  ト  の  ⾒  直  し  や  ，  ワー  ク‧  プ  リ  ン  ト  等  で  復  習  し  よ  う。 
 〇  ワー  ク  の  解  説  等  を  利  ⽤  し  ，  答  え  に  ⾄  る  ま  で  の  式  や  理  由  も  考  え  よ  う。 

 定  期 
 テ  ス 
 ト  範 
 囲 

 １  学  期  中  間  (５  ⽉  下  旬  頃)  ⽴  体  の  体  積‧  表  ⾯  積  ，  資  料  の  活  ⽤  ，  式  の  計  算  ，  連  ⽴  ⽅  程  式  と  そ  の  解  き  ⽅ 

 １  学  期  期  末  (６  ⽉  下  旬  頃)  連  ⽴  ⽅  程  式  ，  ⼀  次  関  数 

 ２  学  期  中  間  (９  ⽉  下  旬  頃)  ⼀  次  関  数  と  ⽅  程  式  ，  ⼀  次  関  数  の  利  ⽤  ，  平  ⾏  線  と  ⾓ 

 ２  学  期  期  末  (11  ⽉  下  旬  頃)  図  形  の  調  べ  ⽅  ，  図  形  の  性  質  と  証  明  （三  ⾓  形） 

 学     年     末  (２  ⽉  下  旬  頃)  図  形  の  性  質  と  証  明  （四  ⾓  形）  ，  場  合  の  数  と  確  率 



 学  期  ⽉  単  元  学  習  の  ね  ら  い  お  も  な  学  習  内  容 

 １ 

 ４ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 式  の  計  算 

 連  ⽴  ⽅  程  式 

 ⼀  次  関  数 

 ‧  簡  単  な  単  項  式  ，  多  項  式  の  加  法  ，          
    減  法  の  計  算  や  ，  単  項  式  ど  う  し  の  乗 

 法  ，  除  法  の  計  算  が  で  き  る。 
 ‧  式  を  ⽤  い  て  整  数  の  性  質  を  説  明  し  た  り  ， 

 ⽬  的  に  応  じ  て  簡  単  な  等  式  を  変  形  す  る 
 こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  代  ⼊  法  や  加  減  法  を  ⽤  い  て  連  ⽴  ⽅  程  式  を 
 解  く  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  連  ⽴  ⽅  程  式  を  使っ  て  問  題  を  解  決  す  る  こ 
 と  が  で  き  る。 

 ‧  ⼀  次  関  数  の  意  味  を  理  解  で  き  る 

 ‧  式  の  加  法  ，  減  法 
 ‧  い  ろ  い  ろ  な  多  項  式  の  計 
    算 
 ‧  単  項  式  の  乗  法  ，  除  法 
 ‧  ⽂  字  の  利  ⽤ 

 ‧  連  ⽴  ⽅  程  式  と  そ  の  解  き 
    ⽅ 

 ‧  連  ⽴  ⽅  程  式  の  利  ⽤ 

 ‧  ⼀  次  関  数 

 ２ 

 ９ 

 １  ０ 

 １  １ 

 １  ２ 

 ⼀  次  関  数 

 図  形  の  調  べ  ⽅ 

 図  形  の  性  質  と  証  明 

 ‧  ⼀  次  関  数  の  意  味  を  理  解  し  ，  ⼀  次  関  数  の 
 グ  ラ  フ  を  書  い  た  り  ，  グ  ラ  フ  か  ら  ⼀  次  関 
 数  の  式  を  読  み  取っ  た  り  で  き  る。 

 ‧  連  ⽴  ⽅  程  式  の  解  と  そ  の  グ  ラ  フ  と  の  関  係 
 に  つ  い  て  理  解  で  き  る。 

 ‧  平  ⾏  線  と  ⾓  の  関  係  ，  多  ⾓  形  の  ⾓  の  関  係 
 や  性  質  を  理  解  す  る。 

 ‧  合  同  条  件  を  理  解  し  ，  そ  れ  を  ⽤  い  て  図  形 
 の  性  質  を  証  明  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  ⼆  等  辺  三  ⾓  形  の  性  質  や  直  ⾓  三  ⾓  形  の  合 
 同  条  件  を  証  明  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  ⼀  次  関  数  の  値  と  変  化 
 ‧  ⼀  次  関  数  の  グ  ラ  フ 
 ‧  ⼀  次  関  数  と  ⽅  程  式 
 ‧  連  ⽴  ⽅  程  式  と  グ  ラ  フ 
 ‧  ⼀  次  関  数  の  利  ⽤ 

 ‧  ⾓  と  平  ⾏  線 
 ‧  多  ⾓  形  の  ⾓ 
 ‧  三  ⾓  形  の  合  同 
 ‧  証  明  と  そ  の  仕  組  み 
 ‧  証  明  の  進  め  ⽅ 

 ‧  ⼆  等  辺  三  ⾓  形 
 ‧  直  ⾓  三  ⾓  形  の  合  同 

 ３ 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 図  形  の  性  質  と  証  明 

 場  合  の  数  と  確  率 

 箱  ひ  げ  図  と  デー  タ  の  活  ⽤ 

 ‧  平  ⾏  四  辺  形  の  性  質  を  知  る  と  と  も  に  ，  平 
 ⾏  四  辺  形  に  な  る  た  め  の  条  件  を  証  明  す  る 
 こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  確  率  が  考  え  ら  れ  る  事  象  に  つ  い  て  ，  確  率 
 の  意  味  を  考  え  ，  確  率  を  求  め  る  こ  と  が  で 
 き  る。 

 ‧  箱  ひ  げ  図  や  四  分  位  範  囲  の  必  要  性  と  意  味 
 を  理  解  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  コ  ン  ピュー  タ  な  ど  の  情  報  ⼿  段  を  ⽤  い  る 
 な  ど  し  て  デー  タ  を  整  理  し  ，  箱  ひ  げ  図  で 
 表  す  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  平  ⾏  四  辺  形  の  性  質 
 ‧  平  ⾏  四  辺  形  に  な  る  条  件 
 ‧  い  ろ  い  ろ  な  四  ⾓  形 
 ‧  平  ⾏  線  と  ⾯  積 
 ‧  四  ⾓  形  の  性  質  の  利  ⽤ 

 ‧  確  率  の  求  め  ⽅ 
 ‧  い  ろ  い  ろ  な  確  率 
 ‧  確  率  の  利  ⽤ 

 ‧  箱  ひ  げ  図 
 ‧  デー  タ  を  活  ⽤ 

            



 教  科  名  理  科  学     年  ２  週  時  間  数  ４ 

 使  ⽤  教  科  書  「未  来  へ  ひ  ろ  が  る  サ  イ  エ  ン  ス  ２」  （啓  林  館） 

 副  教  材  等  「理  科  の  ⾃  主  学  習」  （新  学  社）  「学  習  の  達  成」  （新  学  社）  「理  科  資  料  集」  （新  学  社） 

 教  科 
 の  ⽬ 
 標 

 〇  ⾃  然  の  事  物‧  現  象  に  つ  い  て  の  理  解  を  深  め  ，  科  学  的  に  探  究  す  る  た  め  に  必  要  な  観  察  ，  実  験  な  ど  に  関  す 
 る  基  本  的  な  技  能  を  ⾝  に  付  け  る  こ  と  が  で  き  る。 

 〇  観  察  ，  実  験  な  ど  を  ⾏  い  ，  科  学  的  に  探  究  す  る  ⼒  を  養  う  こ  と  が  で  き  る。 
 〇  ⾃  然  の  事  物‧  現  象  に  進  ん  で  関  わ  り  ，  科  学  的  に  探  究  し  よ  う  と  す  る  態  度  を  養  う  こ  と  が  で  き  る。 

 授  業 
 の  進 
 め  ⽅ 

 ◯  ⾃  然  事  象  に  興  味‧  関  ⼼  が  も  て  る  よ  う  ，  観  察  実  験  を  ⾏  い  ま  す。 
 ◯  グ  ルー  プ  で  の  対  話  を  取  り  ⼊  れ  ，  思  考  し  た  こ  と  を  交  流  し  あ  い  な  が  ら  学  習  し  ま  す。 
 ◯  課  題  の  設  定  ，  仮  設  の  設  定  ，  実  験  ⽅  法  の  ⽴  案  ，  観  察‧  実  験  ，  結  果  の  処  理  ，  考  察‧  推  論  の  過  程  を  繰  り 
    返  し  ，  科  学  的  に  探  究  す  る  活  動  を  ⾏  い  ま  す。 

 観  点  知  識‧  技  能  思  考‧  判  断‧  表  現  主  体  的  に  学  習  に  取  り  組  む  態  度 

 評 
 価 

 つ 
 け 
 た 
 い 
 ⼒ 

 ◯  科  学  的  な  事  物‧  現  象  に  つ  い  て 
 の  基  本  的  な  概  念  や  原  理‧  法  則 
 な  ど  を  理  解  し  て  い  る。 

 ◯  科  学  的  に  探  究  す  る  た  め  に  必  要 
 な  基  本  操  作  や  記  録  な  ど  の  技  能 
 を  ⾝  に  付  け  て  い  る。 

 ◯  科  学  的  な  事  物‧  現  象  か  ら  問  題 
 を  ⾒  い  だ  し  て  い  る。 

 ◯  ⾒  通  し  を  もっ  て  観  察  ，  実  験  な 
 ど  を  ⾏っ  て  ，  得  ら  れ  た  結  果  を 
 分  析  し  て  ，  解  釈‧  表  現  し  ，  科 
 学  的  に  探  究  し  て  い  る。 

 ◯  科  学  的  な  事  物‧  現  象  に  進  ん  で 
 関  わ  り  ，  ⾒  通  し  を  もっ  た  り  振 
 り  返っ  た  り  す  る  な  ど  ，  科  学  的 
 に  探  究  し  よ  う  と  し  て  い  る。 

 ⽅ 
 法 

 ‧  定  期  テ  ス  ト  や  ⼩  テ  ス  ト 
 ‧  観  察  実  験  レ  ポー  ト  の  内  容 
 ‧  観  察  実  験  の  様  ⼦ 
 ‧  授  業  で  の  発  ⾔  内  容  等 

 ‧  定  期  テ  ス  ト  や  ⼩  テ  ス  ト 
 ‧  観  察  実  験  レ  ポー  ト  の  内  容 
 ‧  授  業  で  の  発  ⾔  内  容 

 ‧  ⼩  テ  ス  ト 
 ‧  授  業  プ  リ  ン  ト  の  内  容 
 ‧  宿  題  等  の  提  出  物 
 ‧  観  察  実  験  へ  の  取  り  組  み  ⽅ 
 ‧  授  業  で  の  発  ⾔  内  容 
 ‧  ⾃  主  学  習  の  取  り  組  み 

 学 
 習 
 の 
 ポ 
 イ 
 ン 
 ト 

 授 
 業 

◯  授  業  の  中  で  出  て  き  た  重  要  語  句  で、 
 理  解  で  き  な  かっ  た  部  分  は、  教  科  書 
 や  資  料  集  を  活  ⽤  し  な  が  ら、  知  識  と 
 し  て  定  着  で  き  る  よ  う  に  し  よ  う 

◯  ⽬  的  や  意  図  を  考  え  な  が  ら  ，  観  察  実 
 験  を  ⾏  お  う。 

 ◯  ⽇  ご  ろ  か  ら  疑  問  を  持  つ  こ  と  を  ⼤  事 
 に  し  て  と  こ  と  ん  追  究  し  て  い  こ  う。 

 ◯  観  察  実  験  で  得  ら  れ  た  結  果  か  ら、  ど 
 の  よ  う  な  特  徴  や  規  則  性  が  あ  る  の  か 
 多  ⽅  向  か  ら  考  え、  分  析  し  て  み  よ 
 う。 

 ◯  授  業  の  内  容  だ  け  で  と  ど  ま  る  こ  と  な  く、 
 「もっ  と  知  り  た  い」  「な  ぜ？」  を  ⼤  事 
 に  し、  ⾃  ら  調  べ  て  知  識  を  増  や  し  て  い  こ 
 う。 

 ◯  仲  間  の  考  え  を  尊  重  し  あ  い  ，  仲  間  の  意  ⾒ 
 と  ⾃  分  の  意  ⾒  を  ⽐  較  し  て  ，  科  学  的  な  ⾒ 
 ⽅  や  考  え  ⽅  を  ⾼  め  よ  う。 

 家 
 庭 

 ◯  普  段  か  ら  テ  レ  ビ  な  ど  で  放  送  さ  れ  る  科  学  的  な  事  象  に  つ  い  て  の  ニュー  ス  な  ど  に  ⽬  を  向  け  て  ，  授  業  で  学 
 習  し  た  科  学  的  概  念  と  の  つ  な  が  り  を  意  識  し  よ  う。 

 ◯  教  科  書  や  ワー  ク  シー  ト  を  しっ  か  り  ⾒  返  し  て  ，  学  習  し  た  内  容  の  理  解  と  定  着  を  図  ろ  う。 
 ◯  授  業  で  習っ  た  部  分  の  ワー  ク  を  ⽇々  進  め  て  い  く  こ  と  で  ，  理  解  を  深  め  よ  う。 

 定  期 
 テ  ス 
 ト  範 
 囲 

 １  学  期  中  間  (５  ⽉  下  旬  頃)  語  る  ⼤  地  細  胞  の  つ  く  り     植  物  の  体  の  つ  く  り  と  は  た  ら  き       

 １  学  期  期  末  (６  ⽉  下  旬  頃)  動  物  の  体  の  つ  く  り  と  は  た  ら  き     動  物  の  ⾏  動  の  し  く  み     物  質  の  成  り  ⽴  ち    
                                                         

 ２  学  期  中  間  (９  ⽉  下  旬  頃)  物  質  の  表  し  ⽅     さ  ま  ざ  ま  な  化  学  変  化     化  学  変  化  と  物  質  の  質  量    

 ２  学  期  期  末  (11  ⽉  下  旬  頃)  電  流  の  性  質     電  流  の  正  体     電  流  と  磁  界     電  流  と  磁  界 

 学     年     末  (２  ⽉  下  旬  頃)  地  球  を  と  り  巻  く  ⼤  気  の  よ  う  す       ⼤  気  中  の  ⽔  の  変  化 
 天  気  の  変  化  と  ⼤  気  の  動  き       （⼤  気  の  動  き  と  ⽇  本  の  四  季  は  次  年  度） 



 学  期  ⽉  単  元  学  習  の  ね  ら  い  お  も  な  学  習  内  容 

 １ 

 ４ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 ⽣  物  の  体  の  つ  く  り  と 
 は  た  ら  き 

 化  学  変  化  と  原  ⼦‧  分  ⼦ 

 ‧  ⽣  物  の  体  の  つ  く  り  と  働  き  と  の  関  係  に  着 
 ⽬  し  な  が  ら  ，  そ  の  規  則  性  や  関  係  性  を  ⾒ 
 い  だ  し  て  表  現  す  る  と  も  に  ，  理  解  す  る。 
 ま  た  ，  そ  れ  ら  の  観  察  ，  実  験  な  ど  に  関  す 
 る  ⽅  法  を  ⽴  案  し  て  ，  ⾒  通  し  を  もっ  て  観 
 察  ，  実  験  な  ど  を  ⾏  い  ，  そ  の  結  果  を  分  析 
 し  て  解  釈  し  ，  技  能  を  ⾝  に  付  け  る。 

 ‧  化  学  変  化  を  原  ⼦  や  分  ⼦  の  モ  デ  ル  と  関  連 
 付  け  な  が  ら、  原  ⼦  や  分  ⼦  ，  化  学  変  化  に 
 お  け  る  物  質  の  変  化  や  そ  の  量  的  な  関  係  を 
 理  解  す  る。  ま  た  ，  そ  れ  ら  の  観  察  ，  実  験 
 な  ど  に  関  す  る  技  能  を  ⾝  に  つ  け  ，  ⾒  通  し 
 を  もっ  て  解  決  す  る  ⽅  法  を  ⽴  案  し  て  観  察 
 ，  実  験  な  ど  を  ⾏  い  ，  原  ⼦  や  分  ⼦  と  関  連 
 付  け  て  ，  そ  の  結  果  を  分  析  し  て  解  釈  し  ， 
 表  現  す  る。 

 ‧  細  胞  の  つ  く  り 
 ‧  植  物  の  体  の  つ  く  り 
 ‧  光  合  成 
 ‧  蒸  散 
 ‧  維  管  束‧  道  管‧  師  管 
 ‧  動  物  の  体  の  つ  く  り 
 ‧  消  化  器  官‧  呼  吸  器  官 
 ‧  循  環  器  官‧  排  出  器  官 
 ‧  感  覚  器  官‧  神  経  系 
 ‧  運  動  器  官 

 ‧  原  ⼦  ，  分  ⼦ 
 ‧  化  学  式 
 ‧  分  解  ，  電  気  分  解 
 ‧  酸  化  ，  還  元 

 ２ 

 ９ 

 １  ０ 

 １  １ 

 １  ２ 

 化  学  変  化  と  原  ⼦‧  分  ⼦ 

 電  流  と  そ  の  利  ⽤  ‧  電  流  ，  磁  界  に  関  す  る  事  物‧  現  象  を  ⽇  常 
    ⽣  活  や  社  会  と  関  連  付  け  な  が  ら  ，  ⾒  通  し 
    を  もっ  て  解  決  す  る  ⽅  法  を  ⽴  案  し  て  観 
    察  ，  実  験  な  ど  を  ⾏  う。  ま  た,  そ  の  結  果  を 
    分  析  し  て  解  釈  し,  電  流  と  電  圧  ，  電  流  の    
    は  た  ら  き  ，  静  電  気  ，  電  流  と  磁  界  の  規  則 
    性  や  関  係  性  を  ⾒  出  し  て  表  現  し  た  り  ，  そ 
    れ  ら  の  理  解  し  た  り  す  る  と  と  も  に  ，  そ  れ 
    ら  の  観  察  ，  実  験  な  ど  に  関  す  る  技  能  を  ⾝ 
    に  付  け  る。 

 ‧  化  学  反  応  式 
 ‧  化  学  反  応  と  熱 
 ‧  化  学  変  化  と  物  質  の  質  量 

 ‧  回  路  図  ，  電  気  ⽤  図  記  号 
 ‧  電  流  の  性  質 
 ‧  電  圧  の  性  質 
 ‧  電  流  と  電  圧  の  関  係 
 ‧  抵  抗  の  性  質 
 ‧  電  ⼒  と  熱  量 
 ‧  電  ⼒  量 
 ‧  静  電  気  の  性  質 
 ‧  電  流  の  正  体 

 ３ 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 電  流  と  そ  の  利  ⽤ 

 地  球  の  ⼤  気  と  天  気  の  変  化  ‧  気  象  要  素  と  天  気  の  変  化  と  の  関  係  に  着  ⽬ 
    し  な  が  ら  ，  天  気  の  変  化  や  ⽇  本  の  気  象  に 
    つ  い  て  の  規  則  性  や  関  係  性  を  ⾒  い  だ  し  て 
    表  現  す  る  と  と  も  に  ，  そ  れ  ら  を  理  解  す    
    る。  ま  た  ，  そ  れ  ら  に  つ  い  て  ⾒  通  し  を    
    もっ  て  解  決  す  る  ⽅  法  を  ⽴  案  し  て  観  察  ， 
    実  験  な  ど  を  ⾏  い  ，  そ  の  結  果  を  分  析  す  る 
    技  能  を  ⾝  に  付  け  る。 

 ‧  磁  ⽯  の  磁  界 
 ‧  直  流  と  交  流 

 ‧  気  象  観  測  の  し  か  た 
 ‧  ⼤  気  の  動  き 
 ‧  ⽔  の  循  環 
 ‧  霧  ，  雲  の  で  き  ⽅ 
 ‧  飽  和  ⽔  蒸  気  量 
 ‧  湿  度 
 ‧  ⾼  気  圧  ，  低  気  圧 
 ‧  気  団  ，  前  線 
 ‧  ⽇  本  の  天  気 



 教  科  名  ⾳  楽  学     年  ２  週  時  間  数  １ 

 使  ⽤  教  科  書  「中  学  ⽣  の  ⾳  楽  ２‧  ３  上」  （教  育  芸  術  社）     「中  学  ⽣  の  器  楽」  （教  育  芸  術  社） 

 副  教  材  等  「⾳  楽  の  ハー  モ  ニー」  （正  進  社） 

 教  科 
 の  ⽬ 
 標 

 ◯  楽  曲  の  美  し  さ  を  感  じ  取  り  な  が  ら  曲  想  と  ⾳  楽  の  構  造  や  背  景  と  の  関  わ  り  を  捉  え  て  理  解  し  ，  表  現  や  鑑  賞 
 に  ⽣  か  す  こ  と  が  で  き  る。 

 ◯  ⾳  や  ⾳  楽  に  対  す  る  ⾃  ⼰  の  イ  メー  ジ  を  膨  ら  ま  せ  た  り  他  者  の  イ  メー  ジ  に  共  感  し  た  り  し  て  ，  ど  の  よ  う  に 
 ⾳  楽  表  現  す  る  か  に  つ  い  て  知  識  や  技  能  を  ⽣  か  し  な  が  ら  ，  思  い  や  意  図  を  も  つ  こ  と  が  で  き  る。 

 ◯  様々  な  体  験  を  通  し  て  ⾳  楽  に  対  す  る  興  味‧  関  ⼼  を  養  い  ，  ⽣  活  を  よ  り  明  る  く  豊  か  に  し  ，  ⾳  楽  に  親  し  ん 
 で  い  く  態  度  を  ⾝  に  つ  け  る  こ  と  が  で  き  る。 

 授  業 
 の  進 
 め  ⽅ 

 ◯  多  様  な  ⾳  楽  に  興  味‧  関  ⼼  が  も  て  る  よ  う  ，  幅  広  い  ジャ  ン  ル  の  曲  を  扱  い  ま  す。 
 ◯  グ  ルー  プ  活  動  を  取  り  ⼊  れ  ，  み  ん  な  で  助  け  合  い  ，  ⼯  夫  し  合  い  な  が  ら  学  び  を  深  め  ま  す。 
 ◯  年  間  を  通  し  て  歌  唱‧  鑑  賞‧  器  楽‧  創  作  の  授  業  を  ⾏  い  ま  す。 

 観  点  知  識‧  技  能  思  考‧  判  断‧  表  現  主  体  的  に  学  習  に  取  り  組  む  態  度 

 評 
 価 

 つ 
 け 
 た 
 い 
 ⼒ 

 ◯  曲  想  と  ⾳  楽  の  構  造  や  背  景  な  ど 
 と  の  関  わ  り  及  び  ⾳  楽  の  多  様  性 
 に  つ  い  て  理  解  し  て  い  る。 

 ◯  創  意  ⼯  夫  を  ⽣  か  し  た  ⾳  楽  表  現 
 を  す  る  た  め  に  必  要  な  技  能  を  ⾝ 
 に  付  け  ，  歌  唱  ，  器  楽  ，  創  作  の 
 技  能  で  表  し  て  い  る。 

 ◯  曲  に  ふ  さ  わ  し  い  ⾳  楽  表  現  を  創 
 意  ⼯  夫  し  て  い  る。 

 ◯  ⾳  楽  を  評  価  し  な  が  ら  よ  さ  や  美 
 し  さ  を  味  わっ  て  聴  く  こ  と  が  で 
 き  る。 

 ◯  主  体  的‧  協  働  的  に  表  現  及  び  鑑 
 賞  の  学  習  に  取  り  組  み  ，  ⾳  楽  活 
 動  の  楽  し  さ  を  体  験  し  て  い  る。 

 ◯  ⾳  楽  ⽂  化  に  親  し  む  と  と  も  に  ， 
 ⾳  楽  に  よっ  て  ⽣  活  を  明  る  く  豊 
 か  な  も  の  に  し、  ⾳  楽  に  親  し  ん 
 で  い  く  態  度  を  養っ  て  い  る。 

 ⽅ 
 法 

 ‧  定  期  テ  ス  ト 
 ‧  実  技  テ  ス  ト 
 ‧  副  教  材  ，  ワー  ク  シー  ト  の  内  容 

 ‧  各  活  動  へ  の  取  り  組  み  ⽅ 
 ‧  副  教  材  ，  ワー  ク  シー  ト  の  内  容 
 ‧  実  技  テ  ス  ト 

 ‧  各  活  動  へ  の  取  り  組  み  ⽅ 
 ‧  ⾔  動  の  意  欲 
 ‧  副  教  材  ，  ワー  ク  シー  ト  の  内  容 

 学 
 習 
 の 
 ポ 
 イ 
 ン 
 ト 

 授 
 業 

 ◯  普  段  か  ら  話  を  しっ  か  り  聴  き  ， 
 ⾳  楽  の  記  号  や  ⽤  語  を  覚  え  て  表 
 現  に  ⽣  か  そ  う。 

 ◯  そ  れ  ぞ  れ  の  曲  の  時  代  背  景  や  ⾳ 
 楽  の  仕  組  み  を  覚  え  よ  う。 

 ◯  歌  唱  や  器  楽  で  は  ，  曲  に  あっ  た 
 表  現  を  ⼯  夫  し  な  が  ら  堂々  と  演 
 奏  で  き  る  よ  う  に  し  よ  う。 

 ◯  ⾳  楽  を  ⼼  で  聴  き  ，  よ  さ  や  美  し 
 さ  を  感  じ  取  れ  る  よ  う  常  に  意  識 
 し  よ  う。 

 ◯  ど  の  分  野  に  も  意  欲  的  に  取  り  組 
 も  う。 

 ◯  仲  間  の  考  え  を  尊  重  し  合  い  ，  お 
 互  い  の  ⾳  楽  性  を  ⾼  め  ，  全  員  で 
 協  ⼒  し  て  進  め  よ  う。 

 家 
 庭 

 ◯  普  段  か  ら  テ  レ  ビ  な  ど  で  流  れ  て  い  る  ク  ラ  シッ  ク  ，  ポッ  プ  ス  や  伝  統  ⾳  楽  な  ど  ，  様々  な  ⾳  楽  を  聴  く  こ  と 
 を  ⼼  が  け  ，  授  業  で  学  習  す  る  曲  と  の  つ  な  が  り  を  ⾒  つ  け  て  学  び  を  深  め  よ  う。 

 ◯  実  技  は  ，  頭  の  理  解  だ  け  で  は  難  し  い  の  で  ，  時  間  や  場  所  を  考  え  て  練  習  し  よ  う。 

 定  期 
 テ  ス 
 ト  範 
 囲 

 １  学  期  中  間  (５  ⽉  下  旬  頃) 

 １  学  期  期  末  (６  ⽉  下  旬  頃)  １  学  期  で  学  習  し  た  内  容 

 ２  学  期  中  間  (９  ⽉  下  旬  頃) 

 ２  学  期  期  末  (11  ⽉  下  旬  頃)  ２  学  期  で  学  習  し  た  内  容 

 学     年     末  (２  ⽉  下  旬  頃)  １  年  間  で  学  習  し  た  内  容 



 学  期  ⽉  単  元  学  習  の  ね  ら  い  お  も  な  学  習  内  容 

 １ 

 ４ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 ‧  歌  声  づ  く  り 

 ‧  交  響  曲  の  鑑  賞 

 ‧  パ  イ  プ  オ  ル  ガ  ン  の  鑑  賞 

 ‧  合  唱  コ  ン  クー  ル  に  向  け  て 

 ‧  堂々  と  歌  う。  周  り  の  ⾳  を  聴  き  合  う。 

 ‧  曲  の  構  成  を  理  解  し  ，  動  機  に  注  ⽬  し 
 て  曲  想  の  変  化  を  味  わ  う。 

 ‧  パ  イ  プ  オ  ル  ガ  ン  の  響  き  を  味  わ  い  ， 
 旋  律  の  重  な  り  を  楽  し  み  な  が  ら  聴 
 く。 

 ‧  ⾃  分  の  パー  ト  の  ⾳  を  正  確  に  と  り  ， 
 協  ⼒  し  て  パー  ト  練  習  を  進  め  る。 

 ‧  既  習  曲  ，  夢  の  世  界  を 
    夏  の  思  い  出 

 ‧  交  響  曲  第  ５  番  ハ  短  調 

 ‧  フー  ガ  ト  短  調 

 ‧  合  唱  コ  ン  クー  ル  の  課  題 
 曲  ，  ⾃  由  曲  選  曲 

 ２ 

 ９ 

 １  ０ 

 １  １ 

 １  ２ 

 ‧  合  唱  コ  ン  クー  ル  に  向  け  て 

 ‧  歌  舞  伎  ，  オ  ペ  ラ  の  鑑  賞 

 ‧  創  作 

 ‧  器  楽 

 ‧  周  り  の  パー  ト  の  ⾳  を  聴  き  な  が  ら  歌 
 い  ，  ク  ラ  ス  で  １  つ  の  も  の  を  創  り  上 
 げ  る  達  成  感  を  味  わ  う。 

 ‧  歌  舞  伎  や  オ  ペ  ラ  に  親  し  み  ，  そ  の  よ 
 さ  を  味  わ  う。 

 ‧  ⾃  由  に  リ  ズ  ム  や  ⾳  を  つ  な  い  で  曲  を 
 創  る  楽  し  さ  を  知  る。  楽  譜  に  対  し  て 
 の  知  識  や  教  養  を  深  め  る。 

 ‧  ア  ル  ト  リ  コー  ダー  に  親  し  み  ，  良  い 
 ⾳  を  追  及  し  て  演  奏  す  る。 

 ‧  合  唱  コ  ン  クー  ル  の  課  題 
 曲  ，  ⾃  由  曲 

    （⽂  化  祭  ま  で） 

 ‧  「勧  進  帳」  か  ら 
 ‧  「ア  イー  ダ」  か  ら 

 ‧  ⾃  作  曲 

 ‧  喜  び  の  歌  他 

 ３ 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 ‧  ⽇  本  の  名  曲 

 ‧  世  界  各  地  の  ⾳  楽  の  鑑  賞 

 ‧  歌  詞  の  内  容  か  ら  情  景  を  読  み  取  り  ， 
 表  現  を  ⼯  夫  し  て  歌  う。 

 ‧  様々  な  楽  器  の  ⾳  ⾊  や  名  前  を  知  る。 

 ‧  荒  城  の  ⽉ 

 ‧  世  界  の  諸  ⺠  族  の  ⾳  楽 

                                                         



 教  科  名  美  術  学     年  ２  週  時  間  数  １ 

 使  ⽤  教  科  書  「美  術  ２  ．  ３」  （光  村  図  書） 

 副  教  材  等  ｢  美  術  資  料」  （秀  学  社）     「レ  タ  リ  ン  グ  字  典」  （秀  学  社） 

 教  科 
 の  ⽬ 
 標 

 〇  対  象  や  事  象  を  捉  え  る  造  形  的  な  視  点  に  つ  い  て  理  解  す  る  と  と  も  に  ，  意  図  に  応  じ  て  ⾃  分  の  表  現  ⽅  法  を  追  求  し  ，  創  造  的  に  表  す  こ  と 
 が  で  き  る。 

 〇  ⾃  然  の  造  形  や  美  術  作  品  な  ど  の  造  形  的  な  よ  さ  や  美  し  さ  ，  表  現  の  意  図  と  造  形  的  な  ⼯  夫  ，  機  能  性  と  洗  練  さ  れ  た  美  し  さ  と  の  調  和  ， 
 美  術  の  働  き  な  ど  に  つ  い  て  独  創  的‧  総  合  的  に  考  え  ，  主  題  を  ⽣  み  出  し  豊  か  に  発  想  し  構  想  を  練っ  た  り  ，  美  術  や  美  術  ⽂  化  に  対  す  る 
 ⾒  ⽅  や  感  じ  ⽅  を  深  め  た  り  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 〇  主  体  的  に  美  術  の  活  動  に  取  り  組  み  創  造  活  動  の  喜  び  を  味  わ  い  ，  美  術  を  愛  好  す  る  ⼼  情  を  深  め  ，  ⼼  豊  か  な  ⽣  活  を  創  造  し  て  い  く  態  度 
 を  養  う  こ  と  が  で  き  る。 

 授  業 
 の  進 
 め  ⽅ 

 ◯  作  品  制  作  を  通  し  て  ，  ⾒  通  し  を  つ  け  な  が  ら  作  業  に  取  り  組  む  よ  う  に  し  ま  す。 
 ◯  基  本  的  な  技  術  を  ⾝  に  つ  け  ，  制  作  に  応  ⽤  で  き  る  よ  う  に  し  ま  す。 
 ◯  作  品  の  制  作  の  他  ，  知  識  や  技  能  を  幅  広  く  ⾝  に  つ  け  ら  れ  る  よ  う  に  し  ま  す。 
 ◯  感  性  や  想  像  ⼒  を  働  か  せ  ，  ⾃  分  の  ⾒  ⽅  や  感  じ  ⽅  で  作  者  の  ⼼  情  や  意  図  ，  表  現  の  よ  さ  ，  美  し  さ  を  感  じ  取 

 る  ⼼  を  養  い  ま  す。 
 〇  表  現  ⽅  法  の  異  な  る  作  品  の  鑑  賞  す  る  こ  と  に  よ  り  ，  い  ろ  い  ろ  な  表  現  ⽅  法  に  気  づ  き  ，  深  め  ま  す。 

 観  点  知  識‧  技  能  思  考‧  判  断‧  表  現  主  体  的  に  学  習  に  取  り  組  む  態  度 

 評 
 価 

 つ 
 け 
 た 
 い 
 ⼒ 

 〇  対  象  や  事  象  を  捉  え  る  造  形  的  な 
 視  点  に  つ  い  て  理  解  し  て  い  る。 

 〇  意  図  に  応  じ  て  ⾃  分  の  表  現  ⽅  法 
 を  追  求  し  ，  造  像  的  に  表  し  て  い 
 る。 

 〇  ⾃  然  の  造  形  や  美  術  作  品  な  ど  の  造  形  的  な 
    よ  さ  や  美  し  さ  ，  表  現  の  意  図  と  造  形  的  な 
    ⼯  夫  ，  機  能  性  と  洗  練  さ  れ  た  美  し  さ  と  の 
    調  和  ，  美  術  の  働  き  な  ど  に  つ  い  て  独  創    
    的‧  総  合  的  に  考  え  ，  主  題  を  ⽣  み  出  し  豊 
    か  に  発  想  し  構  想  を  練っ  た  り  ，  美  術  や  美 
    術  ⽂  化  に  対  す  る  ⾒  ⽅  や  感  じ  ⽅  を  深  め  た 
    り  し  て  い  る。 

 〇  美  術  の  創  造  活  動  の  喜  び  を  味  わ 
 い  主  体  的  に  表  現  及  び  鑑  賞  の  学 
 習  活  動  の  取  り  組  も  う  と  し  て  い 
 る。 

 ⽅ 
 法 

 ‧  ア  イ  デ  ア  ス  ケッ  チ 
 ‧  完  成  作  品 
 ‧  定  期  テ  ス  ト 
 ‧  ワー  ク  シー  ト 

 ‧  ア  イ  デ  ア  ス  ケッ  チ 
 ‧  完  成  作  品 
 ‧  定  期  テ  ス  ト 
 ‧  ワー  ク  シー  ト 

 ‧  各  活  動  へ  の  取  り  組  み  ⽅ 
 ‧  ア  イ  デ  ア  ス  ケッ  チ  や  ワー  ク 
    シー  ト  の  内  容 

 学 
 習 
 の 
 ポ 
 イ 
 ン 
 ト 

 授 
 業 

 〇  対  象  を  よ  く  観  察  し  ，  も  の  を  ⾒ 
    る  ⽬  を  養  い  ，  考  え  る  ⼒  を  つ  け 
    よ  う。 
 〇  様々  な  表  現  ⽅  法  に  挑  戦  し  ，  技 
    能  を  ⾝  に  着  け  ⾃  ⼰  の  表  現  に  つ 
    な  げ  ，  試  ⾏  錯  誤  し  な  が  ら  表  現 
    の  幅  を  広  げ  よ  う。 

 〇  美  術  作  品  や  友  達  の  作  品  の  よ  さ 
 や  美  し  さ  を  感  じ  取  ろ  う。 

 〇  表  現  の  意  図  や  機  能  性  な  ど  ，  美 
    術  の  働  き  や  社  会  の  中  の  美  術  を 
    考  え  よ  う。 
 〇  ア  イ  デ  ア  や  感  じ  た  こ  と  を  書 

 き  留  め  制  作  の  基  礎  を  つ  く  ろ    
    う。 

 〇  ど  の  分  野  に  も  意  欲  的  に  取  り  組 
 も  う。 

 〇  仲  間  の  考  え  や  意  ⾒  を  尊  重  し  ， 
    認  め  合  い  な  が  ら  美  術  へ  の  感  性 
    を  ⾼  め  て  い  こ  う。 

 家 
 庭 

 ◯  制  作  に  必  要  な  準  備  物  を  考  え  て  ⽤  意  し  ，  完  成  ま  で  の  ⾒  通  し  を  もっ  て  家  庭  で  も  ⾃  主  的  に  制  作  し  よ  う。 
 ◯  芸  術  や  美  術  に  興  味  を  持  ち  ，  美  術  館  等  に  ⾜  を  運  び  ，  展  覧  会  な  ど  を  鑑  賞  し  よ  う。 
 ◯  ⽇  頃  よ  り  様々  な  分  野  の  表  現  活  動  に  興  味  を  持  ち  ，  作  品  に  つ  な  げ  て  い  こ  う。 

 定  期 
 テ  ス 
 ト  範 
 囲 

 １  学  期  中  間  (５  ⽉  下  旬  頃) 

 １  学  期  期  末  (６  ⽉  下  旬  頃)  １  学  期  で  学  習  し  た  内  容 

 ２  学  期  中  間  (９  ⽉  下  旬  頃) 

 ２  学  期  期  末  (11  ⽉  下  旬  頃)  ２  学  期  で  学  習  し  た  内  容 

 学     年     末  (２  ⽉  下  旬  頃)  １  年  間  で  学  習  し  た  内  容 



 学  期  ⽉  単           元  学  習  の  ね  ら  い  お  も  な  学  習  内  容 

 １ 

    ４ 
   

    ５ 

    ６ 

    ７ 

 《絵  画  分  野》 
 ‧  想  像  の  ⽣  き  物    

 ‧  鑑  賞 

 ‧  発  送  を  ひ  ろ  げ  ，  想  像  ⼒  を  は  た  ら  か  せ  る  こ  と  が 
 で  き  る。 

 ‧  ⾊  や  形  の  効  果  を  理  解  し  ，  イ  メー  ジ  に  あっ  た  選 
    択  が  で  き  る。 
 ‧  ⾝  の  回  り  の  物  や  出  来  事  を  ⽣  き  物  と  組  み  合  わ  せ 
    て  想  像  の  ⽣  き  物  を  作  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  イ  メー  ジ  を  デ  ザ  イ  ン  し  ，  粘  ⼟  な  ど  を  使  い  ⽴  体 
    に  す  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  多  ⾓  的  に  ⾒  た  ⽴  体  物  を  想  像  す  る  こ  と  が  で  き    
    る。 
 ‧  感  性  や  想  像  ⼒  を  働  か  せ  ，  ⾃  分  の  ⾒  ⽅  や  感  じ  ⽅ 

 で  作  者  の  ⼼  情  や  意  図  と  表  現  の  よ  さ  ，  美  し  さ  な 
 ど  を  感  じ  取  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  細  部  ま  で  ⾃  分  の  表  現  を  追  及  し  ，  試  ⾏  錯  誤  し  な 
 が  ら  制  作  が  で  き  る。 

 ‧  対  象  物  の  材  質  を  理  解  し  ，  質  感  を  表  現  す  る  こ  と 
 が  で  き  る。 

 ‧  感  性  や  想  像  ⼒  を  働  か  せ  ，  ⾃  分  の  ⾒  ⽅  や  感  じ  ⽅ 
 で  作  者  の  ⼼  情  や  意  図  と  表  現  の  よ  さ  ，  美  し  さ  な 
 ど  を  感  じ  取  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  ア  イ  デ  ア  ス  ケッ  チ 

 ‧  作  品  制  作  計  画 

 ‧  仕  上  げ 

 ‧  名  画  を  鑑  賞 

 ２ 

 ９ 

 １  ０ 
   

 １  １ 

 １  ２ 

 《絵  画  分  野》 
 ‧  デッ  サ  ン 

 ‧  鑑  賞 

 ‧  対  象  物  を  よ  く  観  察  し  ，  特  徴  や  形  を  と  ら  え  る  こ 
 と  が  で  き  る。 

 ‧  画  描  に  お  け  る  形  や  明  暗  の  表  し  ⽅  ，  意  図  に  応  じ 
 た  道  具  の  使  い  ⽅  な  ど  の  基  礎  的  技  能  を  応  ⽤  さ  せ 
 ，  制  作  に  活  ⽤  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  基  本  的  な  ⽴  体  形  の  と  ら  え  ⽅  が  わ  か  り  ，  形  ，  明 
 暗  を  ⼯  夫  し  ⽴  体  的  に  表  現  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  細  部  ま  で  ⾃  分  の  表  現  を  追  及  し  ，  試  ⾏  錯  誤  し  な 
 が  ら  制  作  が  で  き  る。 

 ‧  感  性  や  想  像  ⼒  を  働  か  せ  ，  ⾃  分  の  ⾒  ⽅  や  感  じ  ⽅ 
 で  作  者  の  ⼼  情  や  意  図  と  表  現  の  よ  さ  ，  美  し  さ  な 
 ど  を  感  じ  取  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  感  性  や  想  像  ⼒  を  働  か  せ  ，  ⾃  分  の  ⾒  ⽅  や  感  じ  ⽅ 
 で  作  者  の  ⼼  情  や  意  図  と  表  現  の  よ  さ  ，  美  し  さ  な 
 ど  を  感  じ  取  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  鉛  筆  デッ  サ  ン 
 ‧  静  物  の  デッ  サ  ン 
 ‧  鉛  筆  の  グ  ラ  デー  ショ  ン 
 ‧  光  の  当  た  り  ⽅  や  影  の  で 
    き  ⽅  を  学  ぶ 
 ‧  ⽴  体  の  描  き  ⽅ 

 ‧  友  ⼈  の  作  品  の  鑑  賞 

 ‧  名  画  を  鑑  賞 

 ３ 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 《絵  画  分  野》 
 ‧  ⾵  景  画 

 ‧  鑑  賞 

 ‧  描  き  た  い  ⾵  景  を  選  択  し、  描  く  こ  と  が  で  き  る 
 ‧  透  視  図  法  を  使  い  ，  ⽴  体  物  を  描  く  こ  と  が  で  き 

 る。 
 ‧  細  部  ま  で  ⾃  分  の  表  現  を  追  及  し  ，  試  ⾏  錯  誤  し  な 

 が  ら  制  作  が  で  き  る。 
 ‧  ⾃  分  ら  し  く  よ  り  よ  い  表  現  を  ⽬  指  し  て  創  意  ⼯  夫 

 す  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  制  作  に  集  中  し  て  取  り  組  み  ，  最  後  ま  で  根  気  よ  く 

 仕  上  げ  よ  う  と  努  ⼒  す  る。 

 ‧  感  性  や  想  像  ⼒  を  働  か  せ  ，  ⾃  分  の  ⾒  ⽅  や  感  じ  ⽅ 
 で  作  者  の  ⼼  情  や  意  図  と  表  現  の  よ  さ  ，  美  し  さ  な 
 ど  を  感  じ  取  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  下  書  き 

 ‧  着  ⾊ 

 ‧  仕  上  げ 



 教  科  名  保  健  体  育  学     年  ２  週  時  間  数  ３ 

 使  ⽤  教  科  書  中  学  校  保  健  体  育  （学  研） 

 副  教  材  等  図  解  中  学  体  育  （暁  教  育  図  書）     学  習  の  達  成  （新  学  社） 

 教  科 
 の  ⽬ 
 標 

 〇  運  動  の  合  理  的  な  実  践  を  通  し  て、  運  動  の  楽  し  さ  や  喜  び  を  味  わ  い、  運  動  を  豊  か  に  実  践  す  る  こ  と  が  で  き  る  よ  う  に  す 
 る  た  め、  運  動、  体  ⼒  の  必  要  性  に  つ  い  て  理  解  す  る  と  と  も  に、  基  本  的  な  技  能  を  ⾝  に  付  け  る  よ  う  に  す  る。 

 〇  運  動  に  つ  い  て  の  ⾃  ⼰  課  題  を  発  ⾒  し、  合  理  的  な  解  決  に  向  け  て  思  考  し  判  断  す  る  と  と  も  に、  ⾃  ⼰  や  仲  間  の  考  え  た  こ 
 と  を  他  者  に  伝  え  る  ⼒  を  養  う。 

 〇  運  動  に  お  け  る  競  争  や  協  働  の  経  験  を  通  し  て、  公  正  に  取  り  組  む、  互  い  に  協  ⼒  す  る、  ⾃  ⼰  の  役  割  を  果  た  す、  ⼀  ⼈  ⼀ 
 ⼈  の  違  い  を  認  め  よ  う  と  す  る  な  ど  の  意  欲  を  育  て  る  と  と  も  に、  健  康‧  安  全  に  留  意  し、  ⾃  ⼰  の  最  善  を  尽  く  し  て  運  動 
 を  す  る  態  度  を  養  う。 

 授  業 
 の  進 
 め  ⽅ 

 〇  毎  時  間  準  備  運  動  を  し  な  が  ら、  体  ⼒  づ  く  り  と  怪  我  の  予  防  を  し  て  い  き  ま  す。 
 〇  各  種  ⽬  の  基  本  的  な  動  作  や  技  術  の  練  習  を  し  て、  技  能  の  向  上  を  図  り、  記  録  を  測  り  な  が  ら、  ⾃  ⼰  の  課  題 
    の  達  成  度  を  測  り  ま  す。 
 〇  グ  ルー  プ  活  動  を  積  極  的  に  取  り  ⼊  れ  ，  ⾃  分  た  ち  で  課  題  発  ⾒‧  解  決  で  き  る  よ  う  な  環  境  を  つ  く  り  ま  す。 
 〇  準  備  や  ⽚  付  け  な  ど  互  い  に  協  ⼒  し  て  で  き  る  よ  う  に  し  ま  す。 

 観  点  知  識‧  技  能  思  考‧  判  断‧  表  現  主  体  的  に  学  習  に  取  り  組  む  態  度 

 評 
 価 

 つ 
 け 
 た 
 い 
 ⼒ 

 〇  各  運  動  の  特  性  や  成  り  ⽴  ち、  技  の  名 
 称  や  ⾏  い  ⽅、  伝  統  的  な  考  え  ⽅、  各 
 領  域  に  関  連  し  て  ⾼  ま  る  体  ⼒、  健 
 康‧  安  全  の  留  意  点  に  つ  い  て  の  具  体 
 的  な  ⽅  法  及  び  運  動  や  ス  ポー  ツ  の  意 
 義  や  効  果  と  学  び  ⽅  や  安  全  な  ⾏  い  ⽅ 
 に  つ  い  て  考  え  を  理  解  し  て  い  る。 

 〇  各  領  域  の  運  動  の  特  性  に  応  じ  た  基  本 
 的  な  技  能  を  ⾝  に  付  け  て  い  る。 

 〇  運  動  を  豊  か  に  す  る  た  め  の  ⾃  ⼰  の  課 
 題  を  発  ⾒  し、  合  理  的  な  解  決  に  向  け 
 て、  課  題  に  応  じ  た  運  動  の  取  り  組  み 
 や  ⽬  的  に  応  じ  た  組  み  合  わ  せ  を  ⼯  夫 
 し  て  い  る。 

 〇  ⾃  ⼰  や  仲  間  の  考  え  た  こ  と  を  他  者  に 
 伝  え  て  い  る。 

 〇  運  動  の  楽  し  さ  や  喜  び  を  味  わ  う  こ  と 
 が  で  き  る  よ  う、  公  正、  協  ⼒、  責 
 任、  共  ⽣  な  ど  に  対  す  る  意  欲  を  もっ 
 て  い  る。 

 〇  健  康‧  安  全  に  留  意  し  て、  学  習  に  積 
 極  的  に  取  り  組  も  う  と  し  て  い  る。 

 ⽅ 
 法 

 ‧  定  期  テ  ス  ト 
 ‧  技  能  テ  ス  ト 
 ‧  習  熟  度  テ  ス  ト 
 ‧  ワー  ク  シー  ト  の  内  容 

 ‧  体  操  へ  の  取  り  組  み 
 ‧  技  能  テ  ス  ト 
 ‧  グ  ルー  プ  活  動  で  の  ⾔  動 
 ‧  ワー  ク  シー  ト  の  内  容 

 ‧  授  業  へ  の  取  り  組  み  ⽅ 
 ‧  授  業  で  の  準  備‧  ⽚  付  け 
 ‧  グ  ルー  プ  活  動  で  の  参  加 
 ‧  ワー  ク  シー  ト  の  取  り  組  み 

 学 
 習 
 の 
 ポ 
 イ 
 ン 
 ト 

 授 
 業 

 〇  ⾃  ⼰  の  課  題  解  決  に  向  け  て、  考 
 え  た  り、  そ  れ  を  実  践  し  た  り  表 
 現  し  て  い  こ  う。 

 〇  知  識  を  技  能  に  結  び  つ  け  よ  う。 

 〇  ⾃  ⼰  の  課  題  に  向  け  て、  積  極  的 
 に  取  り  組  む  と  と  も  に、  グ  ルー 
 プ  や  仲  間  に  思  い  を  発  信  し  て  い 
 こ  う。 

 〇  準  備  や  ⽚  付  け  な  ど  も  含  め、  グ 
 ルー  プ  活  動  に  は  積  極  的  に  参  加 
 し  よ  う。 

 〇  健  康‧  安  全  に  留  意  し  ⾏  動  で  き 
 る  よ  う  に  し  よ  う。 

 家 
 庭 

 〇  ⽇  頃  の  健  康  管  理  に  努  め  よ  う。 
 〇  プ  リ  ン  ト  の  内  容  を  理  解  し  覚  え  よ  う。 
 〇  図  解  体  育  や  保  健  体  育  の  本  を  読  み、  学  習  を  深  め  よ  う。 

 定  期 
 テ  ス 
 ト  範 
 囲 

 １  学  期  中  間  (５  ⽉  下  旬  頃) 

 １  学  期  期  末  (６  ⽉  下  旬  頃)  ラ  ジ  オ  体  操‧  集  団  ⾏  動‧  器  械  運  動‧  陸  上  競  技‧  健  康  な  ⽣  活  と  病  気  の  予  防 

 ２  学  期  中  間  (９  ⽉  下  旬  頃) 

 ２  学  期  期  末  (11  ⽉  下  旬  頃)  球  技‧  陸  上  競  技‧  健  康  な  ⽣  活  と  病  気  の  予  防 

 学     年     末  (２  ⽉  下  旬  頃)  球  技‧  ダ  ン  ス‧  傷  害  の  防  ⽌‧  1  年  間  で  学  習  し  た  全  範  囲 



 学  期  ⽉  単  元  学  習  の  ね  ら  い  お  も  な  学  習  内  容 

 １ 

 ４ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 体  つ  く  り  運  動 
 体  育  に  関  す  る  知  識 

 健  康  な  ⽣  活  と  病  気  の  予  防 

 陸  上  競  技  Ⅰ 

 器  械  運  動 

 ‧  ⾃  ⼰  の  体  ⼒  や  ⽣  活  に  応  じ  た  課  題  を  もっ  て  次 
 の  運  動  を  ⾏  い、  体  ⼒  を  ⾼  め  る  こ  と  が  で  き  る 
 よ  う  に  す  る。 

 ‧  ⾃  ⼰  の  ⽣  活  の  中  で  の  ⽣  か  し  ⽅  を  理  解  す  る。 

 ‧  ⾃  ら  の  健  康  に  つ  い  て  考  え、  ⽣  活  習  慣  病  に  つ 
 い  て  理  解  を  深  め  る。  飲  酒‧  喫  煙  の  害  を  理  解 
 し、  そ  れ  ら  の  社  会  へ  の  悪  影  響  を  理  解  す  る。 

 ‧  仲  間  同  ⼠  で  協  ⼒  し  あ  い  技  能  向  上  の  楽  し  さ  や 
 喜  び  を  味  わ  う。 

 ‧  ⾃  ⼰  の  能  ⼒  に  適  し  た  技  を  選  択  し、  個々  の  技 
 が  で  き  る  よ  う  に  技  能  を  ⾼  め  る。 

 ‧  ラ  ジ  オ  体  操  第  １ 
 ‧  集  団  ⾏  動 
 ‧  体  ⼒  を  ⾼  め  る  運  動 
 ‧  体  ほ  ぐ  し‧  体  ⼒  の  意  義 
 ‧  新  体  ⼒  テ  ス  ト 

 ‧  ⽣  活  習  慣  病  と  そ  の  予  防 
 ‧  喫  煙  と  健  康 
 ‧  飲  酒  と  健  康 

 ‧  ⾛  種  ⽬ 

 ‧  跳  び  箱 

 ２ 

 ９ 

 １  ０ 

 １  １ 

 １  ２ 

 球  技  Ⅰ 

 健  康  な  ⽣  活  と  病  気  の  予  防 

 球  技  Ⅱ 

 武  道 

 陸  上  競  技  Ⅱ 

 ‧  ⾃  ⼰  の  技  能  を  向  上  さ  せ、  ⾃  ⼰  の  役  割  を 
 把  握  し、  互  い  に  協  ⼒  し  合  い、  安  全  に  留  意 
 し  な  が  ら  ゲー  ム  を  進  め  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  薬  物  乱  ⽤  の  害  を  理  解  し、  薬  物  乱  ⽤  の  社 
 会  へ  の  悪  影  響  を  理  解  す  る。 

 ‧  ⾃  ⼰  の  能  ⼒  を  把  握  し、  個  ⼈  的  技  能  や  集 
 団  的  技  能  の  ⾼  ま  り  を  図  り、  作  戦  を  ⽴  て 
 な  が  ら  ゲー  ム  を  進  め  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  技  が  で  き  る  楽  し  さ  や  喜  び  を  味  わ  い、  武 
 道  の  特  性  や  成  り  ⽴  ち、  技  の  名  称  や  ⾏  い 
 ⽅  を  理  解  す  る。 

 ‧  ⾃  ⼰  の  能  ⼒  を  把  握  し、  個  ⼈  的  技  能  や  集 
 団  的  技  能  の  ⾼  ま  り  を  図  り、  ⾃  ⼰  の  記  録 
 を  伸  ば  す  ⼯  夫  が  で  き  る。 

 ‧  サッ  カー 

 ‧  薬  物  乱  ⽤  と  健  康 
 ‧  喫  煙‧  飲  酒‧  薬  物  乱  ⽤ 

 の  きっ  か  け 

 ‧  バ  ス  ケッ  ト  ボー  ル 

 ‧  剣  道 

 ‧  ⻑  距  離 

 ３ 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 傷  害  の  防  ⽌ 

 球  技  Ⅲ 

 ダ  ン  ス 

 ‧  ⾃  然  災  害  時  の  ⾏  動  や  応  急  ⼿  当  の  ⽅  法  を 
    実  践  で  き  る  よ  う  に  す  る。 

 ‧  ⾃  ⼰  の  能  ⼒  を  把  握  し、  個  ⼈  的  技  能  や  集 
    団  的  技  能  の  ⾼  ま  り  を  図  り、  作  戦  を  ⽴  て 
    な  が  ら  ゲー  ム  を  進  め  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  み  ん  な  で  踊  る  楽  し  さ  や  喜  び  を  味  わ  い、 
 イ  メー  ジ  を  捉  え  た  表  現  や  踊  り  を  通  し  た 
 交  流  を  す  る。 

 ‧  ⾃  然  災  害  に  備  え  て 
 ‧  応  急  ⼿  当  の  意  義  と  ⽅  法 

 ‧  ソ  フ  ト  テ  ニ  ス 

 ‧  ダ  ン  ス 

                                                      



 教  科  名  技  術  学     年  2  週  時  間  数  1 

 使  ⽤  教  科  書  「  New     技  術‧  家  庭     技  術  分  野」  （教  育  図  書） 

 副  教  材  等  な  し 

 教  科 
 の  ⽬ 
 標 

 ◯  実  践  的‧  体  験  的  な  活  動  を  通  し  て  ，  ⽣  活  や  社  会  で  利  ⽤  さ  れ  て  い  る  技  術  に  つ  い  て  の  基  礎  的  な  理  解  を  図 
    り  ，  そ  れ  ら  に  係  る  技  能  を  ⾝  に  付  け  る  と  と  も  に  ，  ⽣  活  や  社  会  の  中  か  ら  技  術  に  関  わ  る  問  題  を  ⾒  い  だ  し 
    て  課  題  を  設  定  し  そ  れ  を  解  決  す  る  ⼒  や  ，  よ  り  よ  い  ⽣  活  や  持  続  可  能  な  社  会  の  構  築  に  向  け  て  ，  適  切  か  つ 
    誠  実  に  技  術  を  ⼯  夫  し  創  造  し  よ  う  と  す  る  態  度  等  を  育  成  す  る。 
   

 授  業 
 の  進 
 め  ⽅ 

 ◯  プ  リ  ン  ト  を  中  ⼼  に  教  科  書  な  ど  も  活  ⽤  し  な  が  ら  学  習  を  進  め  ま  す。  学  習  形  態  は  ４  ⼈  程  度  の  グ  ルー  プ  で 
    進  め  て  い  き  ま  す  の  で、  わ  か  ら  な  い  こ  と  や  困っ  た  こ  と  は  ま  ず  は  グ  ルー  プ  で  相  談  し  解  決  を  ⽬  指  し  ま    
    しょ  う。  た  だ  し  作  業  の  場  ⾯  で  は  安  全  ⾯  を  考  え  ，  わ  か  ら  な  い  こ  と  や  ⾃  信  が  な  い  こ  と  は  先  ⽣  に  確  認  し 
    ま  しょ  う。 

 観  点  知  識‧  技  能  思  考‧  判  断‧  表  現  主  体  的  に  学  習  に  取  り  組  む  態  度 

 評 
 価 

 つ 
 け 
 た 
 い 
 ⼒ 

 ◯  ⽣  活  や  社  会  で  利  ⽤  さ  れ  て  い  る 
    材  料  ，  加  ⼯  ，  ⽣  物  育  成  ，  エ  ネ 
    ル  ギー  変  換  及  び  情  報  の  技  術  に 
    つ  い  て  の  基  礎  的  な  理  解  を  図  る 
    と  と  も  に  ，  そ  れ  ら  に  係  る  技  能 
    を  ⾝  に  付  け  ，  技  術  と  ⽣  活  や  社 
    会  ，  環  境  と  の  関  わ  り  に  つ  い  て 
    理  解  を  深  め  る。 

 ◯  ⽣  活  や  社  会  の  中  か  ら  技  術  に  関 
    わ  る  問  題  を  ⾒  い  だ  し  て  課  題  を 
    設  定  し  ，  解  決  策  を  構  想  し  ，  製 
    作  図  等  に  表  現  し  ，  試  作  等  を  通 
    じ  て  具  体  化  し  ，  実  践  を  評  価‧ 
    改  善  す  る  な  ど  ，  課  題  を  解  決  す 
    る  ⼒  を  養  う。 

 ◯  よ  り  よ  い  ⽣  活  の  実  現  や  持  続  可 
    能  な  社  会  の  構  築  に  向  け  て  ，  適 
    切  か  つ  誠  実  に  技  術  を  ⼯  夫  し  創 
    造  し  よ  う  と  す  る  実  践  的  な  態  度 
    を  養  う。 

 ⽅ 
 法 

 ‧  知  識  に  つ  い  て  は  主  に  定  期  テ  ス 
    ト  を  もっ  て  そ  の  定  着  を  確  認    
    し、  評  価  し  ま  す。  技  能  に  つ  い 
    て  は  技  能  テ  ス  ト  や  作  業  の  確  認 
    な  ど  を、  主  に  授  業  中  に  ⾏  い  評 
    価  し  ま  す。 

 ‧  プ  リ  ン  ト  や  定  期  テ  ス  ト  で  確  認 
    し、  評  価  し  ま  す。 

 ‧  プ  リ  ン  ト  や  定  期  テ  ス  ト  で  確  認 
    し、  評  価  し  ま  す。 

 学 
 習 
 の 
 ポ 
 イ 
 ン 
 ト 

 授 
 業 

 ◯  学  習  に  取  り  組  む  様  ⼦  や  学  習  内 
    容  の  定  着  を  確  認  す  る  た  め、  提 
    出  物  な  ど  は  期  ⽇  を  守  り  提  出  し 
    て  く  だ  さ  い。 

 ◯  学  習  に  取  り  組  む  様  ⼦  や  学  習  内 
    容  の  定  着  を  確  認  す  る  た  め、  提 
    出  物  な  ど  は  期  ⽇  を  守  り  提  出  し 
    て  く  だ  さ  い。 

 ◯  学  習  に  取  り  組  む  様  ⼦  や  学  習  内 
    容  の  定  着  を  確  認  す  る  た  め、  提 
    出  物  な  ど  は  期  ⽇  を  守  り  提  出  し 
    て  く  だ  さ  い。 

 家 
 庭 

 ◯  学  習  内  容  を  実  ⽣  活  で  ⽣  か  し、  よ  り  豊  か  な  ⽣  活  を  創  造  し  ま  しょ  う。 

 定  期 
 テ  ス 
 ト  範 
 囲 

 １  学  期  中  間  (５  ⽉  下  旬  頃) 

 １  学  期  期  末  (６  ⽉  下  旬  頃)  「エ  ネ  ル  ギー  の  変  換  の  技  術」  に  か  か  わ  る  内  容  か  ら  出  題  し  ま  す。 

 ２  学  期  中  間  (９  ⽉  下  旬  頃) 

 ２  学  期  期  末  (11  ⽉  下  旬  頃)  「エ  ネ  ル  ギー  の  変  換  の  技  術」  に  か  か  わ  る  内  容  か  ら  出  題  し  ま  す。 

 学     年     末  (２  ⽉  下  旬  頃)  「情  報  の  技  術」  に  か  か  わ  る  内  容  か  ら  出  題  し  ま  す。 



 学  期  ⽉  単  元  学  習  の  ね  ら  い  お  も  な  学  習  内  容 

 １ 

 ４ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 〈エ  ネ  ル  ギー  変  換  の  技    
    術〉 

 〈エ  ネ  ル  ギー  変  換  の  技  術〉 
 ‧  エ  ネ  ル  ギー  変  換  に  か  か  わ  る  内  容  に  つ  い 

 て、  主  に  電  気  に  か  か  わ  る  内  容  の  学  習  と 
 製  作  を  ⾏  い  ま  す。 

 〈エ  ネ  ル  ギー  変  換  の  技    
    術〉 
 ‧  エ  ネ  ル  ギー  変  換  の  技  術 
    を  ⾒  つ  け  よ  う 
 ‧  発  電  に  つ  い  て  知  ろ  う 
 ‧  電  気  に  関  す  る  技  術  を  知 
    ろ  う 
 ‧  設  計  の  し  か  た  を  知  ろ  う 
 ‧  問  題  を  解  決  す  る  ⼯  夫  を 
    考  え  よ  う 
 ‧  実  習  の  安  全  な  進  め  ⽅  を 
    知  ろ  う 
 ‧  設  計  に  沿っ  た  製  作  を  し 
    よ  う 

 ２ 

 ９ 

 １  ０ 

 １  １ 

 １  ２  〈情  報  の  技  術〉 

 ‧  エ  ネ  ル  ギー  変  換  に  か  か  わ  る  内  容  に  つ  い 
 て、  主  に  機  械  に  か  か  わ  る  内  容  の  学  習  を 
 し  ま  す。 

 ‧  ⾝  の  回  り  に  あ  る  エ  ネ  ル  ギー  変  換  の  技  術 
 を  利  ⽤  し  た  機  械  を、  安  全  に  利  ⽤  す  る  た 
 め  の  知  識  や、  保  守‧  点  検  に  つ  い  て  学  習 
 し  ま  す。 

 〈情  報  の  技  術〉 
 ‧  情  報  通  信  ネッ  ト  ワー  ク  で  の  情  報  の  利  ⽤ 

 に  つ  い  て  学  習  し  ま  す。 

 ‧  双  ⽅  向  性  の  あ  る  コ  ン  テ  ン  ツ  の  設  計  を  通 
    し  て、  問  題  を  解  決  す  る  ⽅  法  や  ⼿  順  を  考 
    え  る。 

 ‧  機  械  に  関  す  る  技  術  を  知 
 ろ  う 

 ‧  保  守‧  点  検  の  仕  ⽅  を  知 
    ろ  う 
 ‧  電  気  の  安  全  な  使  い  ⽅  を 
    知  ろ  う 

 （情  報  の  技  術） 
 ‧  双  ⽅  向  性  の  あ  る  コ  ン  テ 
    ン  ツ  の  技  術  を  知  ろ  う 
 ‧  双  ⽅  向  性  の  あ  る  コ  ン  テ 
    ン  ツ  の  設  計  の  仕  ⽅  を  知 
    ろ  う 
 ‧  設  計  を  図  で  表  す  ⽅  法  を 
    知  ろ  う 

 ３ 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 ‧  使  ⽤  ⽬  的  や  条  件  に  合  う  作  品  を  設  計‧  製 
 作  す  る。 

 ‧  設  計  に  沿っ  て、  安  全  で  正  確  に  プ  ロ  グ  ラ 
 ム  の  作  成  保  存、  動  作  確  認、  デ  バッ  ク  が 
 で  き  る。 

 ‧  1  年  間  の  学  習  を  ふ  り  返  り、  次  年  度  や  実 
 ⽣  活  に  ⽣  か  す  態  度  を  養  い  ま  す。 

 ‧  設  計  に  沿っ  た  双  ⽅  向  性 
    の  あ  る  コ  ン  テ  ン  ツ  を  製 
    作  し  よ  う 

 ‧  １  年  間  の  学  習  で  学  ん  だ 
    こ  と  を  ま  と  め  よ  う 

                                                      



 教  科  名  家  庭  学     年  ２  週  時  間  数  １ 

 使  ⽤  教  科  書  New     技  術‧  家  庭     家  庭  分  野     く  ら  し  を  創  造  す  る  （教  育  図  書） 

 副  教  材  等 

 教  科 
 の  ⽬ 
 標 

 〇  家  族‧  家  庭  の  機  能  に  つ  い  て  理  解  を  深  め  ，  家  族‧  家  庭  ，  ⾐  ⾷  住  ，  消  費  や  環  境  な  ど  に  つ  い  て、  ⽣  活  の 
 ⾃  ⽴  に  必  要  な  基  礎  的  な  理  解  を  し  ，  そ  れ  ら  に  関  わ  る  技  能  を  ⾝  に  つ  け  る  こ  と  が  で  き  る。 

 〇  家  族‧  家  庭  や  地  域  に  お  け  る  ⽣  活  の  中  か  ら  問  題  を  ⾒  出  し  て  課  題  を  設  定  し  ，  解  決  策  を  構  想  し  ，  実  践  を 
 評  価‧  改  善  し  ，  考  察  し  た  こ  と  を  論  理  的  に  表  現  す  る  な  ど  ，  こ  れ  か  ら  の  ⽣  活  を  展  望  し  て  課  題  を  解  決  す 
 る  ⼒  を  養  う  こ  と  が  で  き  る。 

 〇  ⾃  分  と  家  族  ，  家  庭  ⽣  活  と  地  域  と  の  関  わ  り  を  考  え  ，  家  族  や  地  域  の  ⼈々  と  協  同  し  ，  よ  り  よ  い  ⽣  活  の  実 
 現  に  向  け  て  ，  ⽣  活  を  ⼯  夫  し  創  造  し  よ  う  と  す  る  実  践  的  な  態  度  を  ⾝  に  つ  け  る  こ  と  が  で  き  る。 

 授  業 
 の  進 
 め  ⽅ 

 〇  よ  り  良  い  ⽣  活  を  し  て  い  く  た  め  に  ，  ⽣  活  に  必  要  な  知  識  や  技  術  を  理  解  し  ，  実  際  の  ⽣  活  の  中  で  ⾊々  な  課 
 題  を  解  決  す  る  ⽅  法  を  学  び  ま  す。 

 〇  実  習  は  班  で  協  ⼒  し  て  進  め  ま  す。  そ  の  過  程  で  ⼯  夫  し  ，  創  造  す  る  能  ⼒  や  物  を  作  る  技  術  を  習  得  し  ま  す。 
 レ  ポー  ト  に  ま  と  め  る  の  で  期  ⽇  ま  で  の  提  出  が  あ  り  ま  す。 

 〇  家  庭  科  プ  リ  ン  ト  （ファ  イ  ル）  提  出  や  宿  題  が  あ  り  ま  す。  ⾃  分  で  調  べ  た  り  し  な  が  ら  完  成  さ  せ、  期  限  を 
 守っ  て  提  出  し  ま  しょ  う。 

 観  点  知  識‧  技  能  思  考‧  判  断‧  表  現  主  体  的  に  学  習  に  取  り  組  む  態  度 

 評 
 価 

 つ 
 け 
 た 
 い 
 ⼒ 

 〇  家  庭  の  基  本  的  な  機  能  及  び  家  庭 
 に  つ  い  て  の  理  解  し  て  い  る。 

 〇  幼  児  ，  ⾼  齢  者  に  つ  い  て  理  解  し 
 技  能  を  ⾝  に  付  け  て  い  る。 

 〇  ⽣  活  に  必  要  な  ⾐  ⾷  住  に  つ  い  て 
 理  解  し  技  能  を  ⾝  に  付  け  て  い 
 る。 

 〇  ⽣  活  課  題  に  つ  い  て  他  の  ⽣  活  事 
 象  と  関  連  付  け  ，  多  ⾓  的  に  捉 
 え、  解  決  策  を  考  え  る  こ  と  が  で 
 き  る。 

 〇  実  習  や  観  察  ，  調  査  ，  交  流  活  動 
 の  結  果  等  に  つ  い  て  ，  考  察  し、 
 論  理  的  に  表  現  す  る  こ  と  が  で  き 
 る。 

 〇  他  者  の  意  ⾒  と  の  相  違  点  や  共  通 
 点  か  ら  ，  計  画‧  実  践  に  つ  い  て 
 評  価‧  改  善  す  る  こ  と  が  で  き 
 る。 

 〇  地  域  の  ⼈々  と  関  わ  り  ，  協  働  し 
 よ  う  と  す  る  態  度  を  養っ  て  い 
 る。 

 〇  ⽣  活  を  楽  し  み  ，  豊  か  さ  を  味  わ 
 い  ⽣  活  を  よ  り  よ  く  し  よ  う  と  す 
 る  態  度  を  養っ  て  い  る。 

 〇  ⽇  本  の  ⽣  活  ⽂  化  を  継  承  し  よ  う 
 と  す  る  態  度  を  養っ  て  い  る。 

 〇  将  来  の  家  庭  ⽣  活  や  職  業  と  の  関 
 わ  り  を  考  え  学  習  に  取  り  組  む  こ 
 と  が  で  き  る。 

 ⽅ 
 法 

 ‧  定  期  テ  ス  ト 
 ‧  実  習‧  課  題  の  取  り  組  み  ⽅ 
 ‧  作  品 
 ‧  ワー  ク  シー  ト  の  内  容 

 ‧  各  活  動  へ  の  取  り  組  み  ⽅ 
 ‧  ワー  ク  シー  ト  の  内  容 
 ‧  実  習‧  課  題  の  取  り  組  み  ⽅ 
 ‧  作  品 

 ‧  各  活  動  へ  の  取  り  組  み  ⽅ 
 ‧  ワー  ク  シー  ト  の  内  容 
 ‧  実  習‧  課  題  の  取  り  組  み  ⽅ 
 ‧  作  品 

 学 
 習 
 の 
 ポ 
 イ 
 ン 
 ト 

 授 
 業 

 〇  普  段  か  ら  話  を  しっ  か  り  聴  き  ， 
 ⽣  活  に  必  要  な  知  識  を  覚  え、  技 
 能  を  ⾝  に  付  け  よ  う。 

 〇  ⽣  活  課  題  に  つ  い  て、  学  習  し  た 
 知  識  や  技  能  を  利  ⽤  し  解  決  で  き 
 る  よ  う  に  考  え  よ  う。 

 〇  ど  の  分  野  に  も  意  欲  的  に  取  り  組 
 も  う。 

 〇  仲  間  の  考  え  を  尊  重  し  あ  い  ，  学 
 習  に  取  り  組  も  う。 

 家 
 庭 

 〇  学  習  し  た  内  容  を  ⽣  活  の  中  に  取  り  ⼊  れ  よ  う。 
 〇  実  習  の  前  は  ，  ⼿  順  な  ど  を  しっ  か  り  確  認  し  て  こ  よ  う。 
 〇  ⽣  活  に  関  す  る  テ  レ  ビ  の  特  集  や  新  聞‧  雑  誌  を  ⾒  よ  う。 
 〇  レ  シ  ピ  集  を  積  極  的  に  取  り  組  み  ，  提  出  し  よ  う。 

 定  期 
 テ  ス 
 ト  範 
 囲 

 １  学  期  中  間  (５  ⽉  下  旬  頃) 

 １  学  期  期  末  (６  ⽉  下  旬  頃)  私  た  ち  の  成  ⻑  と  家  族 

 ２  学  期  中  間  (９  ⽉  下  旬  頃) 

 ２  学  期  期  末  (11  ⽉  下  旬  頃)  私  た  ち  の  ⾷  ⽣  活     調  理  と  ⾷  ⽂  化 

 学     年     末  (２  ⽉  下  旬  頃)  １  年  間  で  学  習  し  た  全  範  囲 



 学  期  ⽉  単  元  学  習  の  ね  ら  い  お  も  な  学  習  内  容 

 １ 

 ４ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 ‧  幼  児  の  ⽣  活  と  家  族 

 ‧  ⼦  ど  も  に  とっ  て  の  家  族 
 を  考  え  る 

 ‧  家  族‧  家  庭  や  地  域  と  の 
 か  か  わ  り 

 ‧  幼  い  頃  を  振  り  返  ろ  う 

 ‧  幼  児  の  体  の  発  達  を  知  ろ  う 

 ‧  幼  児  の  ⼼  の  発  達  を  知  ろ  う 

 ‧  幼  児  の  ⽣  活  習  慣  の  ⾝  に  着  け  ⽅  を  知  ろ  う 

 ‧  幼  児  の  ⽣  活  の  特  徴  を  知  ろ  う 
 ‧  幼  児  の  遊  び  と  発  達  の  か  か  わ  り  を  知  ろ  う 

 ‧  幼  児  の  発  達  を  ⽀  え  る  ⼤  ⼈  の  役  割  を  考  え 
 よ  う 

 ‧  幼  児  と  ふ  れ  合っ  て  み  よ  う 
 ‧  ⼦  ど  も  を  育  て  る  環  境  と  し  て  の  家  族  の  役 

 割  を  考  え  よ  う 

 ‧  家  族  の  ⼀  員  と  し  て  で  き  る  こ  と  を  考  え  よ 
 う 

 ‧  家  庭  ⽣  活  と  地  域  の  か  か  わ  り  を  知  ろ  う 

 ‧  ⾃  分  の  誕  ⽣  か  ら  幼  児  期 
 に  つ  い  て  知  ろ  う 

 ‧  幼  児  の  発  達  と  個  ⼈  差 
 ‧  運  動  機  能     ⽣  理  機  能 
 ‧  情  緒  や  社  会  性  の  発  達  ⾔ 

 葉  の  発  達 
 ‧  ⾃  ⽴  ⼼     ⾃  律  ⼼ 
 ‧  基  本  的  ⽣  活  習  慣     社  会 

 的  ⽣  活  習  慣 
 ‧  幼  児  の  ⽣  活  の  遊  び  の  重 

 要  性 
 ‧  遊  び  で  育  つ  ⼒ 
 ‧  遊  び  を  豊  か  に  す  る  も  の 
 ‧  幼  児  の  遊  び  場  所 
 ‧  保  育  実  習 
 ‧  ⼦  ど  も  が  育  つ  場  の  広  が 
       り 
 ‧  乳  幼  児  の  た  め  の  社  会  施 
       設 
 ‧  児  童  憲  章 
 ‧  児  童  の  権  利  に  関  す  る  条 
       約 

 ２ 

 ９ 

 １  ０ 

 １  １ 

 １  ２ 

 ‧  調  理  と  ⾷  ⽂  化 

 ‧  調  理  と  ⾷  ⽂  化 

 ‧  私  た  ち  の  ⾐  ⽣  活 

 ‧  ⾷  品  の  選  択  と  購  ⼊  に  つ  い  て  考  え  よ  う 

 ‧  購  ⼊  し  た  ⾷  品  を  適  切  に  保  存  し  よ  う 

 ‧  ⽇  常  ⾷  の  調  理 

 ‧  ⾐  服  の  働  き  を  知  ろ  う 
 ‧  ⽬  的  に  合  わ  せ  て  ⾃  分  ら  し  く  着  よ  う 
 ‧  ⾐  服  を  計  画  的  に  活  ⽤  で  き  る  よ  う  に  な  ろ 
    う 
 ‧  ⾃  分  に  合っ  た  ⾐  服  を  ⼿  に  ⼊  れ  よ  う 
 ‧  ⾐  服  の  ⼿  ⼊  れ  を  し  よ  う 

 ‧  ⽣  鮮  ⾷  品‧  加  ⼯  ⾷  品 
 ‧  ⾷  品  の  表  ⽰ 
 ‧  ⾷  品  添  加  物 
 ‧  ⾷  品  の  保  存 
 ‧  ⾷  中  毒  の  防  ⽌ 
 ‧  ⾷  の  安  全 
 ‧  ⾷  料  ⾃  給  率 
 ‧  ⾷  料  資  源 

 ‧  地  域  の  ⾷  材  を  使っ  た  調 
 理  の  計  画  と  実  習 

 ‧  ⾐  服  の  働  き 
 ‧  TPO 
 ‧  和  服 
 ‧  既  製  服  の  表  ⽰ 
 ‧  繊  維  の  種  類 

 ３ 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 ‧  私  た  ち  の  ⾐  ⽣  活 

 ‧  私  た  ち  の  住  ⽣  活 

 ‧  ⾐  服  の  ⼿  ⼊  れ  を  し  よ  う 

 ‧  住  ま  い  の  働  き  を  知  ろ  う 
 ‧  健  康  を  守  る  室  内  環  境  の  整  え  ⽅  を  考  え  よ 
    う 
 ‧  家  庭  内  事  故  か  ら  家  族  を  守  ろ  う 

 ‧  洗  濯 
 ‧  ア  イ  ロ  ン 
 ‧  ブ  ラ  シ 
 ‧  収  納 

 ‧  住  ま  い  の  働  き 
 ‧  換  気、  シッ  ク  ハ  ウ  ス  症 

 候  群 
 ‧  家  庭  内  事  故 

                                                         



 教  科  名  英  語  学     年  ２  週  時  間  数  ４ 

 使  ⽤  教  科  書  「     NEW     HORIZON     English     Course     2     」  （東  京  書  籍） 

 副  教  材  等 
 「  JOYFUL     WORKBOOK  ２」  （新  学  社） 
 「  English     Master     Notebook2  」  （明  治  図  書） 
 「学  習  の  達  成     英  語  ２」  （新  学  社） 

 教  科 
 の  ⽬ 
 標 

 〇  はっ  き  り  と  話  さ  れ  れ  ば  ，  ⽇  常  的  な  話  題  に  つ  い  て  ，  話  の  概  要  を  聞  き  取  る  こ  と  が  で  き  る。 
 〇  ⽇  常  的  な  話  題  に  つ  い  て  ，  簡  単  な  語  句  や  ⽂  で  書  か  れ  た  ま  と  ま  り  の  あ  る  ⽂  章  の  概  要  を  と  ら  え  る  こ  と  が  で  き  る。 
 〇  ⽇  常  的  な  話  題  に  つ  い  て  ，  事  実  や  ⾃  分  の  考  え  ，  気  持  ち  な  ど  を  整  理  し  ，  簡  単  な  語  句  や  ⽂  を  ⽤  い  て  伝  え  た  り  ，  相  ⼿ 
    か  ら  の  質  問  に  答  え  た  り  す  る  こ  と  が  で  き  る。 
 〇  ⽇  常  的  な  話  題  に  つ  い  て  ，  事  実  や  ⾃  分  の  考  え  ，  気  持  ち  な  ど  を  整  理  し  ，  簡  単  な  語  句  や  ⽂  を  ⽤  い  て  ま  と  ま  り  の  あ  る 

 内  容  を  話  す  こ  と  が  で  き  る。 
 〇  ⽇  常  的  な  話  題  に  つ  い  て  ，  事  実  や  ⾃  分  の  考  え  ，  気  持  ち  な  ど  を  整  理  し  ，  簡  単  な  語  句  や  ⽂  を  ⽤  い  て  ま  と  ま  り  の  あ  る 

 内  容  を  書  く  こ  と  が  で  き  る。 

 授  業 
 の  進 
 め  ⽅ 

 〇  授  業  は  コ  ミュ  ニ  ケー  ショ  ン  の  ⼒  を  ⾝  に  つ  け  る  た  め  ，  ペ  ア‧  グ  ルー  プ  な  ど  様々  な  授  業  形  態‧  ⽅  法  を  取  り  ⼊  れ  ， 
 つ  な  が  り  を  ⼤  切  に  し  ま  す。 

 〇  ALT  を  交  え  た  授  業  を  定  期  的  に  ⾏っ  て  い  き  ま  す。  英  会  話  テ  ス  ト  (ISC)  も  ⾏  い  ま  す。 
 〇  正  確  な  発  ⾳  や  リ  ス  ニ  ン  グ  の  ⼒  を  ⾝  に  つ  け  る  た  め  ，  単  語  や  英  ⽂  の  リ  ピー  ト  学  習  に  声  を  出  し  て  取  り  組  み  ま  す。 
 〇  家  庭  学  習  を  促  し  ，  定  着  度  合  を  確  認  す  る  た  め  ，  問  題  集  や  プ  リ  ン  ト  を  ⽤  い  て  復  習  や  単  語  テ  ス  ト  を  ⾏  い  ま  す。 

 観  点  知  識‧  技  能  思  考‧  判  断‧  表  現  主  体  的  に  学  習  に  取  り  組  む  態  度 

 評 
 価 

 つ 
 け 
 た 
 い 
 ⼒ 

 〇  英  語  の  特  徴  や  き  ま  り  に  関  す  る  事  柄 
 を  理  解  し  て  い  る。  （知  識） 

 〇  「話  す  こ  と」、  「書  く  こ  と」  に  お 
 い  て、  事  実  や  ⾃  分  の  考  え、  気  持  ち 
 な  ど  を  表  現  し  た  り  伝  え  あっ  た  り  す 
 る  技  能  を  ⾝  に  付  け  て  い  る。  （技 
 能） 

 〇  「聞  く  こ  と」、  「読  む  こ  と」  に  お 
 い  て、  話  さ  れ  た  り  書  か  れ  た  り  す  る 
 ⽂  章  等  を  聞  い  た  り  読  ん  だ  り  し  て、 
 そ  の  内  容  を  捉  え  る  技  能  を  ⾝  に  付  け 
 て  い  る。  （技  能） 

 〇  「話  す  こ  と」、  「書  く  こ  と」  に  お 
 い  て、  場  ⾯  や  状  況  に  応  じ  て、  事  実 
 や  ⾃  分  の  考  え、  気  持  ち  な  ど  を  表  現 
 し  た  り  伝  え  あっ  た  り  し  て  い  る。 

 〇  「聞  く  こ  と」、  「読  む  こ  と」  に  お 
 い  て、  場  ⾯  や  状  況  に  応  じ  て、  話  さ 
 れ  た  り  書  か  れ  た  り  す  る  ⽂  章  等  を  聞 
 い  た  り  読  ん  だ  り  し  て、  必  要  な  情  報 
 や  概  要、  要  点  な  ど  を  捉  え  て  い  る。 

 〇  主  体  的  に  外  国  語  を  ⽤  い  て  コ  ミュ  ニ 
 ケー  ショ  ン  を  図  ろ  う  と  し  て  い  る。 

 〇  「話  す  こ  と」、  「書  く  こ  と」  に  お 
 い  て、  場  ⾯  や  状  況  に  応  じ  て、  事  実 
 や  ⾃  分  の  考  え、  気  持  ち  な  ど  を  表  現 
 し  た  り  伝  え  あっ  た  り  し  よ  う  と  し  て 
 い  る。 

 〇  「聞  く  こ  と」、  「読  む  こ  と」  に  お 
 い  て、  場  ⾯  や  状  況  に  応  じ  て、  話  さ 
 れ  た  り  書  か  れ  た  り  す  る  ⽂  章  等  を  聞 
 い  た  り  読  ん  だ  り  し  て、  必  要  な  情  報 
 や  概  要、  要  点  な  ど  を  捉  え  よ  う  と  し 
 て  い  る。 

 ⽅ 
 法 

 〇  単  元  テ  ス  ト 
 〇  ⼩  テ  ス  ト 
 〇  定  期  テ  ス  ト 
 〇  各  種  パ  フォー  マ  ン  ス  テ  ス  ト 

 〇  授  業  に  お  け  る  学  習  態  度 
 〇  単  元  テ  ス  ト 
 〇  ⼩  テ  ス  ト 
 〇  定  期  テ  ス  ト 
 〇  各  種  パ  フォー  マ  ン  ス  テ  ス  ト 

 〇  授  業  に  お  け  る  学  習  態  度 
 〇  各  種  パ  フォー  マ  ン  ス  テ  ス  ト 
 〇  単  元  テ  ス  ト  (⼀  部) 

 学 
 習 
 の 
 ポ 
 イ 
 ン 
 ト 

 授 
 業 

 〇  「話  す  こ  と」、  「書  く  こ  と」、  「聞 
 く  こ  と」、  「読  む  こ  と」  に  お  い  て、 
 必  要  な  単  語  や  ⽂  法  事  項  を  覚  え  よ 
 う。 

 〇  「話  す  こ  と」、  「書  く  こ  と」  に  お 
 い  て、  場  ⾯  や  状  況  を  意  識  し  て、  表 
 現  し  た  り  伝  え  あっ  た  り  し  て  い  る。 

 〇  「聞  く  こ  と」、  「読  む  こ  と」  に  お 
 い  て、  話  さ  れ  た  り  書  か  れ  た  り  す  る 
 ⽂  章  等  を  聞  い  た  り  読  ん  だ  り  し  て、 
 必  要  な  情  報  や  概  要、  要  点  な  ど  を  捉 
 え  よ  う。 

 〇  ⾃  ら  進  ん  で、  英  語  を  ⽤  い  て  コ  ミュ 
 ニ  ケー  ショ  ン  を  図  ろ  う。 

 〇  「話  す  こ  と」、  「書  く  こ  と」  に  お 
 い  て、  場  ⾯  や  状  況  を  意  識  し  て、  表 
 現  し  た  り  伝  え  あっ  た  り  し  て  い  る。 

 〇  「聞  く  こ  と」、  「読  む  こ  と」  に  お 
 い  て、  話  さ  れ  た  り  書  か  れ  た  り  す  る 
 ⽂  章  等  を  聞  い  た  り  読  ん  だ  り  し  て、 
 必  要  な  情  報  や  概  要、  要  点  な  ど  を  捉 
 え  よ  う。 

 家 
 庭 

 〇  ⾃  習  ノー  ト  を  使っ  て  ，  単  語  や  基  本  ⽂  を  声  に  出  し  な  が  ら  ，  何  度  も  発  ⾳  し  な  が  ら  書  い  て  覚  え  よ  う。 
 〇  ワー  ク  ，  プ  リ  ン  ト  ，  単  語  練  習  な  ど  ，  出  さ  れ  た  宿  題  を  忘  れ  ず  に  取  り  組  も  う。 
 〇  単  語  テ  ス  ト  や  定  期  テ  ス  ト  に  向  け  て  ，  コ  ツ  コ  ツ  と  勉  強  に  取  り  組  も  う。 
 〇  映  画  や  ⾳  楽  な  ど  普  段  か  ら  英  語  に  関  ⼼  を  も  ち  ，  英  語  に  触  れ  る  機  会  を  増  や  そ  う。 

 定  期 
 テ  ス 
 ト  範 
 囲 

 １  学  期  中  間  (５  ⽉  下  旬  頃)  Unit     0  ，  Unit     1  ，  Let’s     Talk     1  ，  Unit     2  ，  Let’s     Talk     2 

 １  学  期  期  末  (６  ⽉  下  旬  頃)  Unit     3  ，  Let’s     Write     1  ，  Stage     Activity     1  ，  Let’s     Read     1 

 ２  学  期  中  間  (９  ⽉  下  旬  頃)  Unit     4  ，  Let’s     Write     2  ，  Unit     5 

 ２  学  期  期  末  (11  ⽉  下  旬  頃)  Let’s     Talk     3  ，  Unit     6  ，  Let’s     Talk     4  ，  Stage     Activity     2  ，  Let’s     Read     2 

 学     年     末  (２  ⽉  下  旬  頃)  Unit     7  ，  ２  年  ⽣  で  学  習  し  た  内  容  す  べ  て 



 学  期  ⽉  単  元  学  習  の  ね  ら  い  お  も  な  学  習  内  容 

 １ 

 ４ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 Unit     0 

 Unit     1 

 Let’s     Talk     1 

 Grammar     for     Communication     1 
 Let’s     Listen     1 

 Unit     2 

 Let’s     Talk     2 

 Grammar     for     Communication     2 
 Let’s     Listen     2 

 Unit     3 

 Let’s     Write     1 

 Grammar     for     Communication     3 
 Stage     Activity     1 

 Let’s     Read     1 

 ‧  こ  れ  ま  で  に  学  ん  だ  こ  と  を  ⽤  い  て  ，  ⾃  分  が  経  験  し 
 た  こ  と  を  話  す  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  休  暇  や  週  末  の  予  定  に  つ  い  て  ，  た  ず  ね  た  り  伝  え  た 
 り  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  場  ⾯  に  応  じ  て  ，  苦  情  を  ⾔っ  た  り  ，  そ  れ  に  対  し  て 
 謝っ  た  り  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  ５  つ  の  ⽂  構  造  の  復  習。 
 ‧  機  内  放  送  を  聞  き  ，  必  要  な  情  報  を  聞  き  取  る  こ  と  が 

 で  き  る。 
 ‧  好  き  な  ⾷  べ  物  や  そ  の  理  由  に  つ  い  て  ，  紹  介  ⽂  を  書 

 く  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  場  ⾯  や  相  ⼿  に  応  じ  て  ，  て  い  ね  い  に  許  可  を  求  め  た 

 り  ，  依  頼  し  た  り  す  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  接  続  詞  を  ⽤  い  た  ⽂  の  復  習。 
 ‧  イ  ン  タ  ビュー  を  聞  き  ，  質  問  の  内  容  や  答  え  を  聞  き 

 取  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  ⾃  分  が  体  験  し  た  こ  と  や  学  ん  だ  こ  と  な  ど  に  つ  い  て 

 ，  た  ず  ね  た  り  伝  え  た  り  す  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  留  守  番  電  話  の  メッ  セー  ジ  を  聞  い  て  内  容  を  理  解  し 

 ，  相  ⼿  に  返  信  メー  ル  を  書  く  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  不  定  詞  を  ⽤  い  た  ⽂  の  復  習。 
 ‧  好  き  な  こ  と  や  得  意  な  こ  と  に  つ  い  て  話  し  合  い  ，  ⾃ 

 分  に  合  う  と  思  う  仕  事  に  つ  い  て  書  く  こ  と  が  で  き 
 る。 

 ‧  時  計  に  つ  い  て  の  歴  史  を  読  み  取っ  た  り  ，  説  明  し  た 
 り  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  動  詞  の  過  去  形 
 ‧  過  去  進  ⾏  形 
 ‧  There     is     [are]     …. 
 ‧  be     going     to 
 ‧  助  動  詞  will 
 ‧  SVOO 
 ‧  SVOC  （  C=  名  詞） 
 ‧  ５  つ  の  ⽂  構  造 
 ‧  be     going     to  ，  助  動  詞  will 

 ‧  接  続  詞  when  ，  if  ，  that  ， 
 because 

 ‧  May     I     …?     Could     you     …? 

 ‧  接  続  詞 
 ‧  接  続  詞  when  ，  because 

 ‧  不  定  詞 
 （⽬  的‧  原  因  を  表  す  副  詞  的  ⽤    
    法） 
 （名  詞  的‧  副  詞  的‧  形  容  詞  的  ⽤ 
    法） 
 ‧  It     is     …  ＋  to 
 ‧  不  定  詞 
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 Unit     4 

 Let’s     Write     2 
 Grammar     for     Communication     4 
 Let’s     Listen     4 

 Unit     5 

 Let’s     Talk     3 

 Let’s     Listen     5 

 Unit     6 

 Let’s     Talk     4 

 Grammar     for     Communication     5 
 Stage     Activity     2 

 Let’s     Read     2 

 ‧  天  気  予  報  を  聞  き  ，  必  要  な  情  報  を  聞  き  取  る  こ  と  が 
 で  き  る。 

 ‧  習  慣  や  マ  ナー  に  つ  い  て  ，  た  ず  ね  た  り  伝  え  た  り  す 
 る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  ⼿  紙  で  感  謝  の  気  持  ち  を  伝  え  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  助  動  詞  を  ⽤  い  た  ⽂  の  復  習。 
 ‧  運  ⾏  情  報  を  聞  き  ，  必  要  な  情  報  を  聞  き  取  る  こ  と  が 

 で  き  る。 
 ‧  ⾝  近  な  も  の  に  つ  い  て  ，  使  い  ⽅  や  や  り  ⽅  を  説  明  し 

 た  り  ，  ⾃  分  の  考  え  を  述  べ  た  り  す  る  こ  と  が  で  き 
 る。 

 ‧  乗  り  物  で  の  ⾏  き  ⽅  を  た  ず  ね  た  り  ，  答  え  た  り  す  る 
 こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  留  守  番  電  話  を  聞  き  ，  主  な  内  容  を  理  解  す  る  こ  と  が 
 で  き  る。 

 ‧  ⾝  近  な  こ  と  に  つ  い  て  ，  特  徴  を  ⽐  較  し  な  が  ら  説  明 
 す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  ⾃  分  の  好  み  や  要  望  を  伝  え  な  が  ら  買  い  物  を  す  る  こ 
 と  が  で  き  る。 

 ‧  ⽐  較  表  現  を  ⽤  い  た  ⽂  の  復  習。 
 ‧  ク  ラ  ス  で  ⼈  気  の  あ  る  も  の  を  調  べ  て  ，  そ  の  結  果  を 

 発  表  す  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  場  ⾯  や  登  場  ⼈  物  の  ⼼  情  の  変  化  を  読  み  取っ  た  り  ， 

 気  持  ち  を  こ  め  て  ⾳  読  し  た  り  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  助  動  詞  will 

 ‧  have     to  ，  do     not     have     to 
 ‧  助  動  詞  must  ，  must     not 
 ‧  動  名  詞  （⽬  的  語‧  主  語） 
 ‧  助  動  詞 

 ‧  疑  問  詞  ＋  to 
 ‧  主  語  ＋  動  詞  ＋  （⼈）  ＋  疑  問  詞 

 ＋  to 
 ‧  主  語  ＋  be  動  詞  ＋  形  容  詞  ＋  that 
 ‧  Could  you  tell  me  how  to  get  to 

 …?     ―     Take     …. 
 ‧  疑  問  詞  ＋  to 

 ‧  ⽐  較  表  現  （  …er,     the     …est  ） 
 （  more     …  ，  the     most     …  ） 
 （  better,     best  ）  （  as     …     as     〜） 
 ‧  ⽐  較  表  現 
 ‧  Shall     I     …? 
 ‧  ⽐  較  表  現 
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 Let’s     Listen     6 

 Unit     7 
 Let’s     Talk     5 

 Grammar     for     Communication     6 
 Let’s     Listen     7 

 Stage     Activity     3 

 Let’s     Read     3 

 ‧  商  品  の  コ  マー  シャ  ル  を  聞  き  ，  商  品  の  特  ⻑  を  聞  き 
 取  る  こ  と  が  で  き  る。 

 ‧  各  地  の  世  界  遺  産  を  紹  介  す  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  ⾃  分  の  好  み  や  要  望  を  伝  え  な  が  ら  電  話  で  ⽤  件  を  伝 

 え  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  受  け  ⾝  の  ⽂  の  復  習。 
 ‧  店  内  の  ア  ナ  ウ  ン  ス  を  聞  き  ，  イ  ベ  ン  ト  な  ど  の  情  報 

 を  聞  き  取  る  こ  と  が  で  き  る。 
 ‧  ⾃  分  の  町  の  お  す  す  め  の  場  所  に  つ  い  て  書  き  ，  相  ⼿ 

 に  そ  の  場  所  の  特  徴  や  よ  い  点  を  伝  え  る  こ  と  が  で  き 
 る。 

 ‧  時  系  列  を  整  理  し  な  が  ら  内  容  を  理  解  す  る  こ  と  が  で 
 き  る。 

 ‧  ⽐  較  表  現 

 ‧  受  け  ⾝  （平  叙  ⽂）  （疑  問  ⽂） 
 （  by     …     つ  き）  （助  動  詞  つ  き） 

 ‧  Do     you     want     to     …? 
 ―I’d     like     to,     but     I     can’t. 

 ‧  受  け  ⾝ 

                           


